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大

橋

英

五

は
じ
め
に

一
電
燈
会
社
の
成
立
と
減
価
償
却

二
減
価
償
却
の
規
定

三
減
価
償
却
の
実
態

川
減
価
償
却
の
一
般
的
状
況
ハ
以
上
、
第
三
四
巻
一
号
所
載
)

川
主
要
電
力
会
業
と
減
価
償
却

四
国
家
管
理
と
資
産
評
価

む
す
び
に
か
え
て
ハ
以
上
、
本
号
所
設
〉

減
価
慣
却
の
実
態

川
主
要
電
力
企
業
と
減
価
償
却

電
力
企
業
の
減
価
償
却
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
前
節
で
指
摘
し
た
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
、
記
に
応
じ
た
適
宜
な
償
却
費
の
計

上
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
に
主
要
な
電
力
企
業
の
状
況
を
分
析
し
よ
う
。

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
二
・
完
)

四
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完
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四
四

(イ)

東
京
電
燈

電
燈
、
電
力
小
売
業
と
し
て
の
東
京
電
燈
株
式
会
社
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
第
7
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
昭
和
一
一
年
上
期
に
は
発

電
力
で
は
全
電
力
業
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
五
大
電
力
の
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
ま
た
固
定
資
産
で
は
全
電
力
企
業
の
二
一
パ

1
セ
ン
ト
、
玉
大
電
力
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
わ
が
国
電
力
企
業
で
最
大
の
独
占
企
業
に
発
展
し
た
。
こ
の
発

展
の
過
程
は
昭
和
二

i
四
年
以
降
の
不
況
期
、
さ
ら
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
期
を
通
し
て
の
五
大
電
力
を
中
心
と
す
る
主
要
電
力

会
社
へ
の
資
本
集
中
の
過
程
で
あ
る
。
東
京
電
燈
で
は
、
第
日
表
に
一
ボ
す
よ
う
に
、
公
称
資
本
金
は
大
正
六
年
一
月
に
は
五
、

0
0
0万

円
で
あ
っ
た
が
、
大
正
一
一
年
の
桂
川
電
力
、
大
正
二
一
年
猫
苗
代
水
力
電
気
、
大
正
一
五
年
帝
国
電
燈
、
昭
和
一
一
一
年
東
京
電
力
な
ど
と

の
相
つ
ぐ
合
併
を
経
て
、
昭
和
三
年
四
尽
に
は
λ
倍
あ
ま
り
の
四
億
七
百
万
円
に
も
達
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
の
状
況
を
高
橋
亀
吉
氏
は
、
当
時
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
東
京
電
燈
は
、

「
各
社
に
た
い
す
る
合
併
条

件
は
、
す
べ
て
対
等
を
原
則
と
し
、
内
容
の
優
越
す
る
桂
川
電
力
、
猶
苗
代
水
力
に
向
つ
て
は
倍
額
以
上
の
増
資
を
さ
せ
、
莫
大
な
解
散

手
当
を
交
付
し
た
。
東
電
は
合
併
を
有
利
に
す
る
た
め
に
決
算
百
を
粉
飾
し
て
高
率
配
当
の
維
持
に
つ
と
め
た
。
財
界
逆
転
後
、
利
益
漸

減
の
情
勢
が
あ
ら
わ
れ
て
手
許
は
次
第
に
苦
し
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
理
に
一
割
四
分
配
当
を
継
続
し
、
あ
ま
つ
さ
え
創
立
三

五
周
年
記
念
と
称
し
三
分
の
臨
時
分
配
を
添
え
て
優
勢
を
誇
っ
た
。
:
・
中
略
;
・
(
企
業
合
同
は
、
!
大
橋
)
今
日
の
言
葉
を
も
っ
て
す
れ
ば
産

業
合
理
化
に
一
歩
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
外
は
不
利
な
大
合
同
を
す
す
め
て
不
良
会
社
を
鵜
呑
み
に
し
、
内
は
蛸
決
算
で

配
当
偏
重
を
つ
づ
け
た
の
だ
か
ら
た
ま
ら
な
い
。
固
定
資
産
は
き
わ
め
て
水
膨
れ
を
増
し
え
。
大
正
九
年
頃
す
り
の
「
過
去
十
ヶ
年
間

一
面
に
お
い
て
建
一
設
費
水
膨
れ
計
画
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
な
お
、
東
京
電
燈
の
資
産
水
増
の
状
況
に

に
お
け
る
東
電
の
膨
張
計
画
は
、

つ
い
て
は
、
電
力
国
家
管
理
に
と
も
な
う
資
産
評
価
の
視
点
か
ら
次
寧
に
お
い
て
も
検
討
す
る
。



年 月 |公称資本金|資本金増加| 摘 要

大正 6. 1 50，000 江収戸〉川電気株式会社買収(第3回買

8. 3 100，000 50，000 第聞(毒記日付は増資Fヨl受日)
増資 1回払込は 8of.7月18日

9. 3 124，000 24，000 日〈本第電13燈同株増式資会〉社合併(第4回合併〕

10. 4 146，000 22，000 利(根第発14電回株増式資会〉社合併(第5回合併〉

10. 4 146，000 利根軌道株式会社貿収(第4回買収〉

10. 5 166，000 20，000 横浜電気回株増式資会〉社合併(第6間合併〉
(第15

10. 10 171，000 5，000 第合二併)東信(第電1気6回株増式資会〉社合併(第7回

10. 12 176，500 5，500 高合崎併〉水(力第電1気7回株増式資会〉社合併 (第8回

10. 12 177，250 750 熊(川第電17女回株増式資会〉社合併〈第9回合併〉

11. 2 219，750 42，500 桂(川第電18気回株増式資会〉社合併(第10日合併〉

11. 10 222，000 2，250 合日本併〉水〈力第電四気回株増式資会〕社合併 (第11回

11. 11 222，000 烏)11電力株式会社買収(第5図買収〉

12. 2 222，000 水上発電株式会社貿収〈第6回買収〉

12. 4 257，500 35，500 猪回合苗代併〉水(力第電20気回株増式資会〉社合併(第12

12. 4 258，000 500 忍合野併〉水(力第電20気回株増式資会〉社合併 (第13回

13. 10 258，000 収日本)鉄合金株式会社買収(第7回買

14. 4 258，000 東収洋)(モ第ス8リ回ン買株収式〉会社電気事業部買

14. 10 277，570 19，570 京〈浜第2電1回力株増式資会〉社合併(第14回合併〕

14. 10 296，394 18，824 富士水電気1回株増式資会〉社合併〔第15間合
併)(第2

15. 5 345，724 49，329 帝(第国2電2燈回株増式資会〉社合併(第16図合併〉

15. 11 345，724 北海北道海および樺気太株式に会お社ける譲営渡業全部
を水力電 に

昭和 2.10 345，724 

盟東〈第京主電回主力目贈株増式資賄会1社品合星併雲(努密17[91喜合量併鉄〉3. 4 407， 149 61，425 

(単位 1，000円〉資本金増加一覧表第10表

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
つ
了
完
)

四
五

『東京電燈株式会社史』東京電燈会社史編纂委員会(昭和31年)218ページ。注
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償
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四
六

1，000円〉

野君!総収入(総支四|利益金i配協|減価償却|盟諸

山 84! 17.5 

18.6 
19，865 27，596 12，985 14，611 17.7 

16.0 
20，617 45，103 35，659 9，443 9.7 

12.0 
26，987 32，054 17，950 14，103 1，500 12.3 

13.4 
88，579 49，092 33，299 15，792 11. 8 

11.1 
14，190 50，868 31，600 19，267 2，200 11 

11.0 
7，532 51， 126 31，599 19，526 2，800 11.2 

10.1 
11，612 62，870 41，660 21，209 3，400 10.4 

10.4 
13，039 60，161 38，952 21，208 11 

4，000 7.5 
869 57，448 44，298 13，150 6.4 

6.2 
ム 2，920 56，118 42，749 13，368 11 

6.2 
ム 7，197 58，232 47，107 11，124 8，683 5.1 

5.9 
A 5，284 57，140 46，439 10，701 4，842 4.9 

A 6，239 ! 6.2 
A 2，091 I 62，392 43，208 19，183 2，219 8.9 

11. 4 
3，876 70，422 46，790 907 15.6 一一 1 8 1 2空711 13.7 

(単位況:決理

定を含む。
む。
固定資産の減少額である。
ル調査~ (東京市政調査会，昭和7年〉より作成。



経

期 別 |払込資本金i諸積立金|社 債|借入金!総資産!固定資産

議下 1113， 叫 145，017112叩

11 上|…|下 165，044 11，519 3， 500 i 202， 043 I 172， 703 

12 上l193， 制，州 256，2281208，090下 193，770 14，970 32，792 34， 875 I 292， 867 I 228， 707 

13 上lwm| 49ml3257ペ 259山下 228，605 15，885 45，689 29，057 I 339，789 I 286，101 

14 上|…|叫山|4-m4判一下 266，962 17，318 I 124，790 43，010 I 487，926 I 404，140 

15 18，0ペ… 1 59，叫山61526附下 345，691 18，959 I 161，040 62，051 I 632，846 I 540，218 

昭2和年 上下 |1 345，H6981 | 仏02711Mol 2.8引… i558W
20，930 I " 80， 303 I 648， 874 I 566， 329 

3 キ|叩| 22，777 I 364，603 I 2，625 I 846，404 I 717，910 

半|叩| U88| … l 24，765 I " 8， 200 I 843， 293 I 741， 814 

5 キl叩 2514| 叩 32 M9I86門 749，958
26，575 I " 37，599 I 868，719 I 750，827 

6 半!叩|州 ω4337l 4Wm487l-
29，111 I 394，136 43，942 I 937，291 I 796，391 

7 幸l叩|門…!449851 … !793蜘
30， 285 I 386，441 41，948 I 929，319 I 786，710 

8 幸|必9762| ω，8引…| 川… |77山31， 152 I 375， 957 39， 363 I 909， 072 I 774， 313 

9 キ|叩| 一 | … | 8，1ベ…l-
" I 384，233 22，487 I 910，716 I 765，983 

10 幸|叩| 日 14|…|22，181| 肌 2引一
36， 659 I 379， 235 15，750 I 917，378 I 769，184 

11 上]429，5621 紙 6331… i

。〉燈電尽東第11表

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
合
了
完
)

四
七

「総資産」には未払込資本金を含まず， I固定資産」には建設工事仮勘
「利益金」に1;1:，諸償却，退職給与金引当，外債，償還差損引当金を合
「減価償却」の昭和7年上期から11年上期の値は，資料不備のため既成
『東京電燈株式会社史~ (昭和31年〉および『本邦電気供給事業ニ関ス

注(1)
(2) 

(3) 

(4) 



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)

四
/i、

第
日
表
の
東
京
電
燈
の
経
理
状
況
に
よ
る
と
、
す
で
に
第
叩
表
に
よ
っ
て
も
指
摘
し
た
が
、
大
正
期
か
ら
昭
和
玉
、
六
年
頃
ま
で
の
期

聞
は
、
中
小
電
力
企
莱
の
吸
収
合
併
に
よ
っ
て
資
本
金
、
固
定
資
産
(
建
設
費
)
が
著
し
く
膨
張
し
て
い
る
。
と
う
し
た
状
視
に
対
応
し

て
借
入
金
、
社
債
の
外
部
負
債
が
増
大
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
電
力
企
業
の
経
営
状
態
が
苦
し
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
吸
収
ム
口

(
臼
)

併
が
銀
行
資
本
を
背
景
に
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
合
併
に
よ
る
水
増
資
本
の
増
大
、
お
よ
び
不
況
に
よ
る
電
力
過
剰
は
第
日
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
大
正
一
二
年
頃
よ
り
払

込
資
本
金
に
対
す
る
利
益
率
の
低
下
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、

大
恐
慌
期
の
昭
和
三
年
に
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
に
ま
で
低
下
し
て

い
る
。
ま
た
、
昭
和
三
年
に
は
配
当
率
も
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
下
し
、
大
正
一

o
t
一
一
年
当
時
の
水
準
の
半
分
近
く
に
ま
で
な
っ
た
。

社
債
、
借
入
金
を
含
め
た
使
用
総
資
本
に
対
す
る
利
益
率
の
低
下
は
さ
ら
に
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
東
電
の
株
価
は
平
均
で
大
正
六

t
七
年
頃
に
は
七

C
t八
O
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
二
一
一

t
一
五
年

(お〉

に
は
五

O
t六
O
円
と
低
下
し
、
さ
ら
に
大
恐
慌
後
の
昭
和
六

t
七
年
に
は
一

O
円
台
に
ま
で
下
落
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
資
産
の
水
増
に
よ
る
収
益
率
の
低
下
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、

昭
和
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
社
史
は
、
建
設
費
(
固
定
資

産
〉
の
削
減
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
当
社
は
不
況
打
開
策
と
し
て
此
等
の
建
設
費
を
極
力
削
減
す
る
こ
と
と
し
、
建

設
工
事
は
専
ら
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
止
め
、
不
急
不
速
の
も
の
は
一
時
之
を
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
斯
く
の
如
く
建
設
エ
事

一
方
に
於
て
ほ
固
定
資
産
の
錆
却
に
意
を
用
ひ
た
る
為
、
昭
和
五
年
上
期
以
前
に
於
て
毎
半
期
千
数
百
万
円
に
上

を
繰
延
べ
る
と
共
に
、

っ
た
建
設
費
は
逐
次
低
減
し
、
昭
和
六
年
下
期
よ
り
は
反
っ
て
固
定
資
産
の
減
少
を
示
し
、
特
に
七
年
下
期
の
如
き
は
前
期
に
比
し
実
に

七
百
二
十
万
円
の
大
節
約
を
見
る
に
至
っ
た
」
。

第
日
表
に
よ
る
と
、
東
京
電
燈
の
固
定
資
産
(
建
設
費
)
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
大
正
九
年
頃
よ
り
大
正
四
、
五
年
ま
で
は
、



椙
つ
ぐ
合
併
に
よ
っ
て
急
速
に
増
大
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
以
上
の
資
産
の
水
増
を
も
含
む
建
設
費
の
増
大
は
、
収
益
性
の
低
下
と
な
っ
て

現
わ
れ
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
大
恐
慌
以
降
の
不
況
の
な
か
で
建
設
費
の
削
減
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
た
め
に
減
価
償
却
が
重
要
な

役
割
を
は
た
し
た
。

東
京
電
燈
の
減
価
償
却
に
つ
い
て
の
会
計
処
理
を
み
る
と
、
損
益
計
算
書
に
お
い
て
事
業
費
の
二
唄
目
と
し
て
「
諸
減
損
償
却
金
」

を
百
万
円
お
よ
び
十
万
円
の
単
位
で
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
貸
借
対
照
表
で
は
固
定
資
産
を
直
接
に
減
額
す
る
直
接
法
に
よ
っ
て
処
理

し
て
い
る
。
第
日
表
に
よ
る
と
、
東
電
で
ほ
吸
収
、
合
併
が
一
応
終
了
し
た
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
、
諸
減
損
償
却
金
(
減
価
償
却
)
を

多
額
に
計
上
し
始
め
た
状
況
が
わ
か
る
。
昭
和
五
年
上
期
、
下
期
で
は
、
利
益
金
の
一
ニ

O
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
に
当
る
因
。
。
万
円
の
諸

減
損
償
却
金
(
減
価
償
却
)
を
計
上
し
て
い
る
。
資
料
の
制
約
で
、
そ
の
後
の
償
却
金
の
状
況
は
明
確
で
な
い
が
、
す
で
に
社
史
が
指
摘

し
て
い
た
よ
う
に
、
ま
た
第
日
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
昭
和
六
年
下
期
よ
り
固
定
資
産
(
建
設
饗
)
は
減
少
し
て
お
り
、
多
額
な
減
価

償
却
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
推
論
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
の
固
定
資
産
ハ
建
設
費
)
に
は
未
成
工
事
勘
定
が
含
ま
れ
て
お
り
、
例
え

ば
「
十
午
下
期
及
び
十
一
年
上
期
に
於
け
る
固
定
資
産
の
合
計
額
が
執
れ
も
前
期
に
比
し
て
増
加
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
未
成
工
事
勘
定

の
増
加
に
因
る
も
の
で
、
既
成
固
定
(
資
産
|
大
橋
)
は
執
れ
も
反
っ
て
前
期
に
比
し
て
減
少
し
て
ゐ
る
」
と
い
、
丸
山
)
従
っ
て
、
第
日
表
で

は
未
成
工
事
勘
定
を
除
い
た
固
定
資
産
(
建
設
費
)
す
な
わ
ち
既
成
田
定
資
産
の
減
少
額
を
、
償
却
額
に
近
い
額
で
あ
る
と
考
え
昭
和
七
年

上
期
か
ら
一
一
年
上
期
に
わ
た
っ
て
、

↑
減
価
償
却
」
の
欄
に
示
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
特
に
昭
和
七
年
下
期
、
八
年
上
期
に
は
そ
れ
ぞ

れ
八
・
七
百
万
円
、
八
・
八
百
万
円
も
の
既
成
固
定
資
産
の
減
少
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
大
恐
慌
後
の
不
況
の
な
か
で
最
も
払
込
資

本
利
益
率
が
低
下
し
た
時
期
で
あ
っ
て
、
第
日
表
に
よ
る
と
五
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
の
率
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
す
で
に
指
摘
し
た

よ
う
に
、
当
時
、
諸
減
損
償
却
金
は
事
業
費
の
一
一
項
目
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
第
日
表
で
の
利
益
金
は
諸
償
却
等
を
含
む
も
の
と

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
)

四
九



理状況 〈単位 1，000円〉

純 益 金|配当率(幼 l鎖 却 金 I鎖却金/総(支%)出l! 払込資本利〈益%率〉

11.4 

500 12.8 
6，622 11 3.7 12.9 

13.1 
6，564 3.5 12.8 

12.6 
6，500 12.7 

12.9 
6，907 670 3.8 11 

12.4 
7，381 10 780 11.7 

10.9 
6，783 810 10.8 

10.8 
6，879 850 4.0 10.9 

11.3 
5，691 l， 202 5.0 8‘7 

5，690 1，610 7.6 .8.7 
5，052 2，300 11.1 7.7 

4，907 1，800 7.9 7.5 
4，069 1，700 7.7 6.2 

3，518 2，050 6.9 5.4 
3，699 2，300 10.3 5.6 

4，840 4，000 16.8 7.4 
5，294 3，500 15.1 8.1 

5，603 5，200 20.3 7.5 
6，845 3，300 14.6 9.2 

7，567 3，700 15.3 9.1 
7，601 11 15.8 9.2 

9，177 4，100 14.9 8.5 

12年， 312ページより作表。

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
)

五
0 



五圭

期 7.lU |払込資本金|法定積立金累計l総 収 入!総 支 出

大正11年下期i 9，024 

12 
上 12，209 
下 102，204 1， 341 20，053 13，431 

13 上 14，758 
下 2，051 22，208 15，644 

14 
上 102，204 I 16，526 
下 11 2，751 22，955 16，454 

15 上 17，412 
下 106，704 3，501 24， 151 17，244 

昭和2年半
18，387 

125，512 4，321 26，375 18，993 

3 
上 叩 2l

20，119 
下 5， 121 27，045 20，262 

4 
上 21，757 
下 5，921 27，916 21， 036 

5 上 -i 22，090 
下 129，999 6，721 29，581 23，890 

6 上 21， 006 
下 7，421 25，759 20，706 

7 上 130，000 I 22，680 
下 8，121 26，059 21，989 

8 上 29，700 
下 8，601 25，974 22，274 

9 上 23，685 
下 9，091 28，430 23，136 

10 上 25，586 
下 9，771 29，363 22，517 

11 上 叩 oI 24，026 
下 10，521 30，976 23，375 

12 よ 川 329 I 27，400 

17) カ電邦東第12表

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
合
了
完
〉

五

昭平日

総支出中には鎖却金を含む。

『日本コンツェノレン全書xm，電力コンツェルン読本』三宅崎輝，

注 (1)

(2) 



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
ハ
ニ
・
完
)

五

し
て
算
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
償
却
後
の
利
益
に
基
づ
く
払
込
資
本
利
益
率
は
第
日
表
の
値
よ
り
小
さ
い
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
、
東
一
電
の
減
価
償
却
は
、
政
府
、
業
界
に
先
導
さ
れ
た
中
小
電
力
企
業
の
合
併
、
そ
れ
に
と
も
な
う
企

業
資
産
の
水
増
し
、
お
よ
び
不
況
に
よ
る
蓄
積
率
の
低
下
を
回
避
す
る
た
め
の
重
要
な
方
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
第
日
表
に
示
し
た
よ
う
に
大
恐
慌
に
よ
る
電
力
企
業
の
利
益
率
の
一
般
的
な
低
下
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
東

電
で
は
大
幅
な
減
価
償
却
費
を
計
上
し
、
利
益
額
を
よ
り
縮
小
し
て
払
込
資
本
利
義
率
を
低
下
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
減
配
を
実
施

し
、
企
業
資
本
の
充
実
を
は
か
っ
た
。

(ロ)

東
邦
電
力

宜
大
電
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
東
邦
電
力
株
式
会
社
の
状
況
を
第
ロ
表
に
よ
っ
て
検
討
す
る
。
東
邦
電
力
に
お
い
て
も
、
大
正
一
一
年
に

合
併
設
立
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
前
述
の
東
京
電
燈
と
同
様
に
中
小
電
力
企
業
を
吸
収
、
合
併
し
、
払
込
資
本
金
額
が
急

速
に
増
大
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
払
込
資
本
利
益
率
は
、
従
来
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
っ
た
が
昭
和
五
年
項
よ
り
入

t

六
パ
ー
セ
ン
ト
に
低
下
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
い
配
当
率
も
、
昭
和
二
年
ま
で
は
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
昭
和
五
午
ま
で
は
一

O
パ

1
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
、
六
、
七
年
に
か
け
て
、
低
下
し
昭
和
八
年
に
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
低
下
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
東
邦
電
力
は
減
価
償
却
費
を
つ
固
定
資
本
償
却
金
」
、
「
償
却
金
」
ま
た
は
「
請
錯
却
」
の
何
れ
か
の
項
目
で
損
益
計
算
書

(
貯
)

の
支
出
と
し
て
計
上
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
ロ
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
鎗
却
金
は
ラ
ウ
ン
ド
・
ナ
ン
バ
ー
で
計
上
さ
れ
て
い
た
。

(
同
岨
〉

ま
た
減
価
償
却
費
は
直
接
法
に
よ
っ
て
、
固
定
資
産
価
額
を
直
接
に
減
額
し
て
貸
借
対
照
表
に
表
示
し
て
い
る
。

東
邦
電
方
の
減
価
償
却
の
状
、
況
を
み
る
と
、
払
込
資
本
利
益
率
、
配
当
率
が
低
下
し
始
め
た
昭
和
六
年
頃
よ
り
多
額
に
計
上
さ
れ
始

め
ー
そ
の
後
は
高
水
準
の
償
却
費
を
計
上
し
て
い
る
。
東
京
電
燈
で
の
減
価
償
却
の
状
況
を
検
討
す
る
な
か
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
東
邦



電
力
に
あ
っ
て
も
、
産
業
界
全
般
お
よ
び
電
力
業
界
の
低
収
益
性
の
な
か
で
、
多
額
な
償
却
費
の
計
上
に
よ
っ
て
、
純
益
金
を
縮
小
し
払

込
資
本
利
益
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
配
当
率
は
五

1
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
低
下
し
た
。
第
ロ

表
に
よ
る
と
昭
和
八
年
上
期
に
は
払
込
資
本
利
益
率
が
最
も
缶
下
し
て
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
第
ロ
表
の
純
益
金

は
錯
却
金
控
除
後
の
値
で
あ
る
の
で
、
償
却
金
を
振
り
も
ど
し
て
払
込
資
本
利
益
率
を
算
出
す
る
な
ら
ば
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な

る
。
ま
た
、
五
二

O
万
円
も
の
多
額
な
鋪
却
金
が
計
上
さ
れ
た
昭
和
一

O
年
上
期
に
つ
い
て
み
る
と
、
純
益
金
は
五
六

O
万
円
で
あ
り
払

込
資
本
利
益
は
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
鋪
却
金
を
振
り
も
ど
す
な
ら
ば
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
。

さ
ら
に
、
総
支
出
に
占
め
る
錯
却
金
の
割
合
は
、
昭
和
六
年
頃
よ
り
急
速
に
増
大
し
、
昭
和
九
年
以
降
ほ
一
五

t
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
も

の
高
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
昭
和
一

O
年
上
期
に
は
総
支
出
の
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
東
邦
電
力
の
錆
却
金
の
計
上
は
、
不
況
下
に
あ
っ
て
費
用
を
拡
大
し
、
利
益
率
を
低
下
さ
せ
配
当
を
節

約
す
る
と
い
う
役
割
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
錨
却
金
の
計
上
が
、
東
京
電
燈
で
指
摘
し
た
よ
う
に
固
定
資
産

舗
を
縮
小
す
る
機
能
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

や+

大
同
電
力

電
力
卸
売
を
主
体
と
す
る
新
興
資
本
と
し
て
の
大
間
電
力
株
式
会
社
の
収
支
お
よ
び
減
価
償
却
の
状
況
を
第
日
表
お
よ
び
第
U
表
に
示

す
?
ま
ず
第
四
表
に
よ
る
と
急
速
に
払
込
資
本
金
が
拡
大
し
て
い
く
状
況
の
な
か
で
高
収
益
を
実
現
し
て
お
り
、
払
込
資
本
利
益
率
は
昭

和
四
年
頃
ま
で
は
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
ほ
高
収
益
性
を
基
礎
に
一

O
バ

1
セ
ン
ト
の
配
当
を
継
続
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
恐
慌
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
五
年
よ
り
払
込
資
本
利
益
率
は
低
下
し
、

一
方
、
配
当
率
も
利
益
率
の
低
下
に
対

応
し
て
低
下
し
て
、
昭
和
五
年
上
期
に
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
昭
和
六
年
下
期
に
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
昭
和
七
年
下
期
に
は
四
パ
ー
セ
ン
ト

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
〈
一
了
完
)

五



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)

1，000円〉

総収入金 I 総支出金 I 純益金 I 配当(必率;1 護主(主%語~I 諸官(%室〉
1，420 856 6.0 5.1 
1，779 523 1，255 6.2 5.6 

2，209 1，568 6.4 7.0 
2，749 912 1，836 7.0 I! 

3，842 2，224 7.5 7.4 
5，551 2，566 2，984 8.0 6.8 

9，304 4，248 8.0 8.2 
10，135 5，488 4，646 I! 7.2 I! 

13，384 4，936 8.0 4.9 8.7 
12，507 6，994 5，513 8.5 2.6 9.7 

14，593 6，774 10.0 13.2 11.9 
15，323 8，294 7，029 I! 2.3 12.4 

17，216 6，483 10.0 3.3 11. 4 
16，903 9，638 7，265 I! 2.1 11.3 

17，724 7，033 10.0 4.2 10.9 
18，427 11，289 7，138 I! 3.1 I! 

20，388 6，900 10.0 4.4 10.5 
20，487 12，938 7，549 I! 3.4 11. 5 

19，088 5，872 8.0 5.9 8.9 
18，842 12，830 6，012 I! 5.0 9.1 

19，787 5，753 8.0 6.5 8.7 
19，094 14，580 4，513 6.0 6.9 6.8 

20，192 6.0 5.3 6.2 
19，192 16，618 3，235 4.0 4.9 

20，119 
2ω| ー 0.02 

(単位況状理経

不明である。

表示された値ではなく，償却費の累計額である。

五
回



σ〉

期 JJU |山本金|議定準備書|望 価 償 却 資 制 償 却 金

44，044 303 

11 上
下 51，822 483 

12 
上
下 87，617 753 

13 上
下 112，875 1，213 400 

14 上 山， 963 I 274 
下 1， 743 894 220 

15 上
下 2，453 1，206 186 

昭和2年半
361 

127，972 3，153 1，781 212 

3 
上 454 
下 130，972 3，868 2，585 350 

4 上 603 
下 4，598 3，512 323 

5 上 790 
下 5，208 4，950 646 

6 上 920 
下 5，738 6，886 1，016 

7 上 855 
下

8 上

カ電同大第13表

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)

「償却金」は，第14表の「諸償却金」の債と異なる場合があるが，詳細は

「減価償却資金累計」は，昭和 3年以降は貸借対照表の負債勘定として

「償却金」は「減価償却資金累計」の増加額である。

「純益金」は償却後の値である。

『営業報告書~ (大同電力〉より作表。

注 (1)

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

五
五



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
〉

五
六

と
な
り
、

つ
い
に
昭
和
八
年
に
は
無
配
と
な
っ
た
c

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
大
同
電
力
は
ど
の
よ
う
に
減
価
償
却
を
実
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
同
電
力
で
は
、
高
い
払
込
資
本
利
益

率
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
大
正
一
三
年
下
期
よ
り
減
価
償
却
密
実
施
し
始
め
た
。
当
初
は
、
損
益
計
算
書
に
お
い
て
支
出
勘
定
と

〈

羽

〉

し
て
「
諸
償
却
金
」
を
計
上
す
る
と
共
に
、
貸
借
対
照
表
で
は
負
債
勘
定
と
し
て
の
「
減
価
償
却
資
金
」
を
計
上
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

貸
借
対
照
表
で
は
間
接
法
に
よ
っ
て
計
上
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
年
上
期
よ
り
、
す
で
に
指
摘
し
た
他
の
主
要
電
力
企
業
の
処
理
方

法
に
準
じ
て
直
接
に
固
定
資
産
額
を
減
額
す
る
方
法
に
変
更
し
た
。
こ
れ
は
、
増
大
し
た
固
定
資
産
額
を
縮
小
さ
せ
る
と
共
に
、
す
で
に

指
摘
し
た
よ
う
に
所
得
税
法
で
は
貸
借
対
招
表
の
貸
方
に
減
価
償
却
積
立
金
等
の
勘
定
で
処
理
し
た
場
合
に
は
利
益
留
保
と
み
て
事
業
年

度
の
総
損
失
に
算
入
し
な
い
と
い
う
取
扱
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

大
同
電
力
で
は
、
大
正
二
二
、

一
四
年
頃
に
は
支
出
金
に
対
し
て
高
い
割
合
の
償
却
(
第
日
表
で
は
減
価
償
却
資
金
累
計
の
増
加
額
)
を
実

指
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
二

i
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
償
却
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
払
込
資
本
利
謎
率
お
上
び
配
当
率
の
低
下
す
る
昭
和

五
年
よ
り
従
来
の
二
倍
あ
ま
り
の
五

1
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
お
よ
ぶ
償
却
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
償
却
費
の
計
上
は
、
そ
れ
が
支
出
金

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
純
益
金
を
縮
小
し
て
払
込
資
本
利
益
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
同
電
力
で
は

昭
和
五
年
以
降
の
大
幅
な
償
却
費
の
計
上
(
減
価
償
却
資
金
累
計
の
増
加
額
)
を
振
り
も
ど
す
な
ら
ば
、
従
来
の
資
本
利
益
率
よ
り
低
下
傾

向
に
あ
る
と
は
い
え
、
当
時
に
あ
っ
て
も
八

t
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
払
込
資
本
利
益
率
を
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
間
の
減
価
償
却
の
状
況
を
、
固
定
資
産
等
と
の
関
連
で
第
日
表
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
支
出
と
し
て
計
上
さ
れ
た
「
諸
償

却
金
」
の
固
定
資
産
に
占
め
る
劃
合
は
、
昭
和
二

t
四
年
当
時
に
は
、

C
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
年
以
降
は
一

i

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
も
上
昇
し
だ
。
こ
の
結
果
、
昭
和
七
年
以
降
に
は
固
定
資
産
(
発
電
所
建
設
費
、
送
電
線
建
設
費
、
変
電
所
建
設
費
、
配



1，000円〉

期 illJ 資産合計 固定資産 1要望望書 1諸償却金間l管音(勿色〉|l 望計(%量〉

大正噺 22…146，836 0.6 
15年下 221，480 I 147，224 1，206 186 0.12 0.8 

JL上 l山 31153，5引 1.0 
下 282，449 I 158， 763 1，781 212 0.13 1.1 

3 上トー|… i
1.3 

下 293，539I 167，308 2，585 500 0.29 1.5 

4 1.8 
下 313，205 I 171， 071 3，512 2.0 

5 4，950 

6 上 i-l-l
3.2 

下 325，080 I 186， 289 6，886 1，700 0.91 3.5 

7 上|… lU56271 4.2 
下 325，759 I 184， 837 2，000 1. 08 

8 上 1326，1481 18川

(単位固定資産と減価償却〔大同電力〉第14表

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
)

「固定資産jは発電所建設費，送電線建設費，変電所建設費，配電線及

取付品の合計。

「諸償却金」は支出勘定であり，昭和8年上期は特別償却等を含む。

償却累計率は，減価償却資金累計/(固定資産十減価償却資金累計〉であ

る。

『営業報告書~ (大同電力〉より作表。

注 (1)

(2) 

(3) 

電
線
及
取
付
品
)
の
帳
簿
価
額
は
減
少
さ
え

し
て
い
る
。
ま
た
、
減
価
償
却
資
金
累
計

は
増
大
し
、
償
却
累
計
率
(
減
価
償
却
資
金

累
計
と
固
定
資
産
額
の
合
計
額
に
対
す
る
減
価

償
却
資
金
累
計
の
割
合
)
は
、
急
速
に
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
同
電
力
で
は
、
昭
和
五
年
以
降
の

般
的
不
況
の
な
か
で
、
減
価
償
却
の
実
施

に
よ
っ
て
縄
益
金
を
縮
小
し
、
配
当
率
を

低
下
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
内
部
留
保
の
充

実
は
、
減
価
償
却
の
計
上
だ
け
で
は
な

く
、
法
定
準
備
金
、
渇
水
準
備
金
、
退
職

手
当
準
備
金
の
充
実
に
も
み
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
大
正
一
五
年
上
期
で
は
法
定
準

備
金
一
七
四
万
円
(
貸
借
対
照
表
の
貸
方
合

(4) 

計
の

0
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
〉
の
み
で
渇
水
準

備
金
、
退
職
手
当
準
備
金
は
計
上
さ
れ
て

五
七



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
V

1，000円〕

利益金 I~日間減価償叫時iF[ 照明|麹fZF

1，909 7.0 9.5 

2，671 9.0 10.6 

2，900 9.2 

3，342 8.3 

9.8 ! 0.23 
4，636 350 10.0 5.0 0.26 

0.60 
4，310 850 9.3 13.1 0.61 

0.65 
4，340 7.0 1，250 8. 1 13.3 0.84 

(単位況状理経

上。

給事業ニ関スル調査~ (東京市政調査会，昭和7年〉より作表。

五
八

い
な
か
っ
た
が
、
昭
和
八
年
上
期
に
は
法
定
準
備
金

六
一
一
万
円
(
貸
借
対
照
表
の
貸
方
合
計
の
一
・
九
。
ハ

1
セ
ン
ト
)
、
渇
水
準
備
金
一

O
Q万
円
(
向
。
.
一
一
一

パセ
i ン
セト
ン可

ふ退
を職
計手
上当
し準
た五日備
。ロ金

0 
五
円
r、、
同。

大
同
電
力
の
状
況
を
検
討
す
る
と
、
昭
和
五
年
以

降
の
不
況
期
に
あ
っ
て
、
減
価
償
却
を
中
心
と
す
る

会
計
政
策
に
よ
っ
て
企
業
資
本
の
充
実
が
促
進
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

(斗

日
本
電
力

日
本
電
力
株
式
会
社
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
ょ

ぅ
。
日
本
電
力
は
大
正
八
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、

中
小
電
力
企
業
を
合
併
し
、
第
日
表
に
示
す
よ
う
に

払
込
資
本
金
お
よ
び
建
設
費
が
急
速
に
増
大
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
設
立
当
初
は
低
い
払
込

資
本
利
益
率
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
大
正
一
四
年
下

期
頃
よ
り
一

O
パ
l
セ
ン
ト
前
後
の
利
益
率
を
実
現



。〉

期 別|払込時|資産合計i建設費l収 出

152 

1，597 
40，000 97，224 45，860 3，900 1，990 

2，096 
107，424 64，827 5，497 2，807 

日 59 I 3， 142 
179，399 76，807 5，798 2，897 

昭和 2年半 ! 2，945 
79，578 210，962 103，834 8，780 5，437 

6，216 
92，253 247，638 131，399 11，514 6，878 

6，778 
264，175 137，505 11，777 6，466 

5 肌似 l 6，528 
272，966 147，308 13，681 9，341 

力電本日第15表

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
二
・
完
)

「利益金」は償却後の健である。

「減価償却金Jは支出項目であるが，大正13年下期は利益処分として計

『日本電力株式会社十年史~ (日本電力，昭和8年〉および『本邦電気供

注 (1)

(2) 

(3) 

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
年
頃
よ
り
利
益
率
が

低
下
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
配
当
率
は
従
来
九
パ

1
セ
ン
ト
を
維
持
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
年
上
期
よ

り
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
配
し
、
後
に
さ
ら
に
低
下
し

'-。
中

r
h

日
本
電
力
で
は
、
大
正
二
ニ
年
下
期
に
「
利
益
金

処
分
」
と
し
て
「
財
産
償
却
金
」
を
五

O
万
円
計
上

し
、
貸
借
対
照
表
に
「
減
価
償
却
準
備
金
」
と
し
て

表
示
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
年
上
期
に
こ
れ
を

「
財
産
償
却
積
立
金
繰
入
」
と
し
て
収
入
に
算
入

「
減
価
償
却
準
備
金
」
を
消
滅
さ
せ
、
以
後
、

(
創
)

直
接
法
に
よ
っ
て
処
理
し
て
い
る
σ
す
な
わ
ち
、
支

し出
と
し
て
減
価
償
却
金
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
直

接
に
固
定
資
産
を
減
額
す
る
処
理
方
法
を
と
る
よ
う

こ
E
っ
こ
。

}
b
u

チ
J

ナ
j

と
こ
ろ
で
、
第
日
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
減

四
償
却
金
の
計
上
は
、
減
配
と
な
っ
た
昭
和
四
年
上

五
九



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
つ
了
完
)

ノ、。

期
よ
り
総
支
出
の
一
一
一

t
一
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
額
を
計
上
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
期
間
の
払
込
資
本
利
益
率
の
低
下
は
、

減
価
償
却
金
の
計
上
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
償
却
金
を
振
り
も
ど
し
て
利
益
率
を
算
出
す
る
な
ら
ば
、
昭
和
三
、
四
、
五
年
の
値

は
、
従
来
よ
り
若
干
高
く
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
。
減
価
償
却
金
の
計
上
に
よ
っ
て
利
益
金
を
縮
小
し
配
当
率
を
低
下
さ
せ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。

日
本
電
力
の
社
史
は
、
減
価
償
却
の
計
上
お
よ
び
減
配
に
つ
い
て
、
当
時
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
大
正
二
二
年
三
月
の
営
業
開

始
以
来
、
当
初
は
、

「
戦
時
好
景
気
の
風
一
朝
に
は
去
り
難
く
、
他
産
業
の
そ
れ
と
の
権
衡
も
あ
り
、
或
は
合
併
条
件
又
は
資
金
調
達
を

有
利
に
導
く
為
の
株
価
維
持
等
の
関
係
も
あ
っ
て
、
相
当
高
率
の
配
当
を
強
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

一
般
経
済
界
の
不
況
に
基
く
金

利
の
降
下
並
に
産
業
合
理
化
論
の
提
唱
に
影
響
せ
ら
れ
、
根
本
的
事
業
対
策
と
し
て
の
減
配
論
が
旺
盛
と
な
り
、
収
益
そ
の
も
の
与
減
退

か
ち
も
漸
次
配
当
率
の
低
下
を
招
い

30
と
こ
ろ
で
、

一
方
「
産
業
の
合
理
化
提
唱
、
電
力
統
制
論
の
具
体
化
に
主
刺
戟
さ
れ
、

無
理

な
社
外
分
配
を
避
け
て
社
内
宮
保
に
重
き
を
置
き
勤
も
す
れ
ば
等
問
視
さ
れ
て
来
た
減
価
償
却
其
他
の
積
立
金
を
増
加
し
て
、
以
て
真
に

事
業
基
礎
の
輩
固
を
図
ら
ん
と
す
る
傾
町
が
生
じ
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
日
本
電
力
で
は
、

「
電
気
事
業
本

来
の
性
質
よ
り
見
て
設
備
利
用
の
状
態
が
初
は
能
率
低
く
漸
次
向
上
す
る
こ
と
、
及
び
建
設
勿
々
は
各
-
設
備
共
新
鮮
優
秀
で
能
率
良
き
こ

と
等
の
為
に
、
外
国
で
も
是
認
さ
れ
て
居
る
様
に
、
開
業
当
初
は
償
却
に
は
余
り
重
き
を
置
か
な
か
っ
た
関
係
並
に
一
般
金
利
高
其
他
の

関
係
上
一
般
事
業
界
及
び
電
気
事
業
界
の
趨
勢
に
順
じ
相
当
高
率
配
当
を
行
っ
て
来
た
が
、
其
後
金
利
低
下
回
囲
の
環
境
も
余
程
変
化
し

て
来
た
か
ら
、
当
社
は
昭
和
四
年
九
月
決
算
に
於
て
進
ん
で
会
社
事
業
経
営
の
根
本
に
堅
実
味
を
加
へ
将
来
の
事
業
発
展
を
企
図
す
る
為

配
当
を
減
じ
、
予
て
調
査
研
究
を
し
て
居
た
償
却
率
を
確
立
し
、
同
業
他
社
に
優
る
と
も
決
し
て
劣
ら
な
い
社
内
留
保
を
為
す
こ
と
与

(
創
出
)

一
般
識
者
か
ら
も
漸
く
堅
実
な
る
決
算
振
り
を
認
め
ら
る
〉
に
至
っ
た
」
。

し



日
本
電
力
で
は
、
経
済
界
の
一
般
的
不
況
の
な
か
で
、
相
対
的
に
は
高
収
益
を
実
現
し
な
が
ら
減
配
を
実
行
し
、
減
価
償
却
に
よ
る
社

内
留
保
を
促
進
し
た
。
ま
た
、
減
価
償
却
の
実
施
は
、
産
業
合
理
化
の
提
唱
、
さ
ら
に
後
に
指
摘
す
る
電
力
統
制
論
の
具
体
化
が
重
要
な

契
機
に
な
っ
て
い
た
。

(村

京
都
電
燈

明
治
二
二
年
に
開
業
し
た
京
都
電
燈
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
明
治
初
期
の
減
価
償
却
を
検
討
し
た
第
一
章
「
電
燈
会
社
の
成

立
と
減
価
償
却
」
に
お
い
て
分
析
し
た
。
こ
こ
で
は
、
京
都
電
燈
の
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
状
況
を
検
討
す
る
。

京
都
電
燈
は
開
業
以
来
、
大
都
市
の
安
定
し
た
電
力
需
要
に
支
え
ら
れ
て
、
安
定
し
た
高
収
益
を
実
現
し
て
き
た
。
第
同
去
に
よ
る

と
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
吸
収
、
合
併
が
実
施
さ
れ
、
払
込
資
本
金
は
急
速
に
増
大
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り

な
が
ら
、
極
め
て
高
い
払
込
資
本
利
益
率
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
高
い
利
誌
率
は
、
昭
和
四
年
頃
よ
り
低
下
し
、
そ
の
後
一

O
パ
!
セ

ン
ト
前
後
の
水
準
に
な
っ
た
。

減
価
償
却
の
状
況
を
第
四
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、

「
償
却
金
累
計

l主

昭
和
四
年
頃
か
ら
の
増
大
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
。

「
償
却

金
」
は
従
来
一

0
1
二
O
万
円
前
後
で
あ
っ
た
が
、
岡
昭
和
四
年
下
期
か
ら
は
、
二
倍
以
上
の
五

O
I六
O
万
円
に
も
増
大
し
た
。
ま
た
、

総
支
出
に
占
め
る
償
却
金
の
割
合
も
、
大
正
四
年
下
期
以
降
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
伴
い
配
当
率
は
従
来
一
二
パ
ー
セ

ン
ト
も
の
高
率
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
年
下
期
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
年
上
期
以
降
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
四
表

に
よ
る
と
、
す
で
に
指
摘
し
た
五
大
電
力
の
減
価
償
却
の
実
施
と
同
様
に
、
京
都
電
燈
で
ほ
不
況
を
背
景
に
、
償
却
金
を
増
大
し
、
利
益

金
を
縮
小
し
て
配
当
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
第
口
表
に
よ
っ
て
京
都
電
燈
の
償
却
金
の
性
格
を
検
討
す
る
。
京
都
電
燈
で
は
、
従
来
よ
り
損
益
計
算
書
に
お
い
て
支
出
と

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
〉

ムノ、



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)

ノ、

1， 000円〕

総収入 J総支 出 I利益金 I配当(%率jJ総償却支(金96/〉出 J払利込益(資%本率) 

21. 3 
4，259 2，249 2，009 9.0 20.7 

20.3 
4，610 2，344 2，266 6.4 21. 0 

20.2 
4，986 2，567 2，418 4.2 19.8 

19.6 
5，392 2，737 2，655 3.9 21. 3 

19.7 
6，268 3，321 2，947 2.0 27.1 

27.0 
7，236 4，279 2，957 16.1 

16.1 
9，528 6，257 3，271 4.2 16.5 

17.0 
10，305 7，282 3，022 6.5 14.1 

14.4 
10，005 7， 162 2，843 10.0 6.3 12.3 

10.8 
9，596 7，390 2，205 13.4 9.6 

10.5 
10，061 7，678 2，362 7.8 10.3 

10.5 
10，580 8，231 2，349 8.3 10.2 

9.6 
11，019 9，374 2，245 4.2 9.1 

9.4 
12，260 9，886 2，378 6.3 9.7 

10.9 
12，851 10，012 2，838 6.6 9.6 

10.5 
13，452 10，815 2，636 8.7 8.9 

9.6 
13，322 10;556 2，755 6.3 8.7 

〈単位況状理経



σ〉燈電都京第16表

L
主

《
ぷ

1金立積主
台金本資込'

白
4
d
J
 

口付
M期

243 
203 6( 

800 
I! 

204 
151 

2，943 
3，094 

3，301 
3，411 

3，531 
3，638 

4( 
1，ー

750 
I! 

207 
110 2，500 

700 
I! 

120 
107 

2，700 
5，800 

150 
I! 

27，182 
I! 

上
下

14 

99 
67 

3，737 
3，804 

5，500 
1，200 

100 6， ~121 
7448 

30，000 
34，997 

上
下

15 

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
合
一
・
完
)

3，391 
3，741 

19，432 

4， 150 
4，585 

5，032 
5，499 

5，950 
6，431 

21，546 
I! 

上
下

12 

24，364 
I! 

上
下

13 

122 
126 

3，926 
4，052 

4，800 
8，900 

50 7，981 
10，545 

35，000 
36，556 

昭和上
2年 下

146 
263 

4，198 
4，461 6， 160 

32，000 
I! 

A坤

4
1
ム
↑
マ
'
1
i

マ4nυ

↑。0
0
6

F
b
ヮ“一巧ーの喝、
υ

，
，
一
，
，

A
H
V
句
E
目

a
F
4
F
I占

η
，“

1
A
唱

i
-
4
1
1
4

39，556 
I! 

よ
下

3 

261 
476 

4，722 
5， 198 

9，900 
10，250 

32，000 39，556 
42，716 

42，716 
45，876 

上
下

4 

566 
455 

5，764 
6，219 

7，842 
8，439 

11，500 32，000 
42，000 

12，683 
12，987 

上
下

5 

1，623 
597 950 

42，000 
I! 

12，238 
12，513 

45， 876 上
下6 

607 
602 

9，046 
9，648 

1，425 
I! 

42，000 12，767 
13，038 

13，298 
13，569 

45，876 上
下

7 

655 
686 

10，303 
10，989 

1， 225 
2，225 

42，000 45，876 上
下

8 

1， 101 
400 

400 
630 

12，090 
12，490 

12，890 
13，520 

1， 600 

300 
2，000 

42，000 
I! 

42，000 

13，787 
13，998 

13，611 
13， 827 

45， 876 
48，991 

48，991 
I! 

上
下

上
下

9 

10 

「償却金Jは， I償却金累計」の増加額である。

「利益金」は償却後の値である。

『京都電媛株式会社五十年史~ (京都電燈，昭和14年)より作表。

注 (1)

(2) 

(3) 

ーノ¥



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
〉

1，000円〕

0.75 
0.69 

0.65 
0.62 

(単位固定資産と減価償却(京都電燈)第17表

0.61 3 

0.41 
0.41 4 

0.40 
0.00 

n
u
d
 

F
h
υ
 

q
G
 

5 

0.53 

「固芳資産Jは電線路，水路，機械及器具の合計。

「凶定資産減価償却準備金」は貸借対照表の負債勘定であり， r固定資産

減価償却」は，昭和4年上期までは利益処分，昭和4年下期以降は支出

項目である。 r減損償却」は支出項目である。

「償却金」は第16表参照。

『事業報告書~ (京都電燈〉より作表。

今
、
u

n
L
 

P
n
v
 ，

 

司
E
ム

注 (1)

(2) 

(3) 

(4) 

ノ、

四

し
て
「
減
価
償
却
」
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、

「
利
益

金
配
当
」
す
な
わ
ち
利
益
処
分
と
し
て
「
固
定
資
産
減

価
償
却
準
備
金
」

へ
の
操
入
を
実
施
し
て
き
た
。
と
こ

ろ
が
、
昭
和
四
年
下
期
の
決
算
で
、

「
従
来
利
益
金
ノ

内
ヨ
リ
固
定
資
産
減
価
償
却
準
備
金
ト
シ
テ
積
立
タ
ル

モ
ノ
ヲ
当
期
ヨ
リ
現
実
償
却
ヲ
為
ス
コ
ト
ニ
改
メ
金
参

拾
万
円
ヲ
損
金
ニ
計
上
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
再
差
引
当
期
純

益
金
参
百
弐
万
弐
千
参
百
四
拾
六
円
四
拾
弐
銭
ト
ナ

ハ
郎
副
〉

ル
」
。
す
な
わ
ち
、
第
汀
表
の
固
定
資
産
減
価
償
却
は
、

従
来
利
益
金
の
処
分
と
し
て
計
上
し
て
い
た
も
の
を
、

昭
和
四
年
下
期
か
ら
は
収
入
よ
り
支
出
を
控
除
し
て
算

出
し
た
「
差
引
利
益
金
」
か
ら
こ
れ
を
控
除
し
て
「
再

差
引
当
期
純
益
金
」
を
算
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
「
再
差
引
当
期
純
益
金
」
か
ら
「
利
益
金
配
当
一

が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
貸
借
対
照
表
で
は
従

来
「
固
定
資
産
減
価
償
却
準
備
金
」
を
抗
限
定
し
積
立
て

い
た
も
の
を
、
固
定
資
産
価
額
を
直
接
に
減
額
す
る
処



理
(
こ
れ
を
京
都
電
燈
で
は
「
現
実
償
却
」
と
表
現
し
て
い
る
)
に
変
更
し
た
。

こ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
貸
借
対
照
表
で
は
他
の
主
要
電
力
企
業
と
同
様
巳
、
す
で
に
指
摘
し
た
所
得
税
法
へ
の
対
応
と
同
時
心
、
合
併

に
よ
っ
て
膨
張
し
た
水
増
資
産
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
損
益
計
算
で
は
第
口
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
昭
和
四
年
下
期
、

五
年
上
期
に
は
固
定
資
産
減
価
償
却
お
よ
び
減
価
償
却
の
額
は
従
来
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
と
も
に
支
出
と
し
て
計
上
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
に
益
金
を
大
幅
に
縮
小
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
次
第
に
償
却
額
は
増
大
し
て
益
金
を
よ
り
縮
小
し
た
。
京

都
電
燈
で
は
恐
慌
の
も
と
で
の
料
金
値
下
げ
等
に
と
も
な
う
収
入
滅
と
い
、
7
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、
安
定
し
た
利
益
金
を
確
保
し
、
減

価
償
却
の
表
示
方
法
の
変
更
、
ま
た
増
額
に
よ
っ
て
利
益
金
を
縮
小
表
示
し
た
。
従
っ
て
、
払
込
資
本
利
益
率
は
公
表
上
は
八

t
一
O
パ

1
セ
ン
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
償
却
金
を
益
金
に
振
り
も
ど
し
た
値
は
、

一一

t
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
。
ま
た
京
都
電
燈

で
は
従
来
よ
り
高
率
な
償
却
を
実
施
し
て
い
た
が
そ
れ
に
加
え
て
第
汀
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
多
額
な
修
繕
費
を
計
上
し
て
き
た
と
と

も
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
主
要
な
電
力
企
業
の
減
価
償
却
の
状
況
を
検
討
し
て
く
る
と
、
若
干
の
時
期
的
な
相
異
は
あ
る
も
の
の
、

概
ね
昭
和

四
、
主
年
頃
よ
り
多
額
な
減
価
償
却
を
計
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
大
恐
慌
の
き
中
で
一
般
的
に
は
配
当
率
が

著
し
く
低
下
し
て
い
る
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
相
対
的
に
安
定
し
た
経
営
を
続
け
て
い
た
主
要
電
力
企
業
が
、
減
価
償
却
の
計
上
に
よ

っ
て
利
益
金
を
縮
小
し
、
低
配
当
を
実
施
し
、
社
内
留
保
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
減
価
償
却
に
よ
る
社
内
留
保
の
促
進

は
、
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
相
つ
ぐ
合
併
に
よ
る
資
産
の
水
増
と
い
う
重
圧
を
、
当
時
提

唱
さ
れ
て
い
た
産
業
合
理
化
運
動
の
な
か
で
取
り
除
く
と
同
時
に
、
次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
電
力
統
制
論
の
具
体
化
の
進
行
と
と
も

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

(
-
7
完
)

六
五



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
〉

に
、
企
業
評
価
に
関
し
て
企
業
を
で
き
る
限
り
有
利
な
地
位
に
導
び
く
た
め
に
企
業
資
本
の
充
実
を
計
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

昭
和
四
年
の
恐
慌
を
契
機
と
す
る
減
価
償
却
の
実
施
は
、
そ
の
後
、
昭
和
七
、
八
年
頃
に
は
一
層
増
大
し
、
電
力
企
業
の
資
本
充
実
に
と

っ
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。

(
叩
)
(
日
)
高
橋
亀
吉
「
日
本
資
本
主
義
の
合
理
化
」
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
昭
和
五
年
一
月
一
一
日
、
六
一

J
六
三
ペ
ー
ジ
、
栗
原
東
洋
『
現
代
日
本

産
業
発
達
史
、
電
力
』
二
三
九
ペ
ー
ジ
。

(
回
)
栗
原
編
、
前
掲
書
、
二
四

0
ペ
ー
ジ
以
降
参
照
。

(
臼
〉
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
史
』
東
京
電
燈
会
社
編
纂
委
員
会
、
昭
和
三
一
年
、
二
一
一
一

t
一
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

(
臼
)
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
開
業
五
十
年
史
』
東
京
電
燈
株
式
会
社
、
昭
和
一
一
年
、
一
八
七
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
『
本
邦
電
気
供
給
事
業
ニ
関
ス
ル
調
査
』
東
京
市
政
調
査
会
、
昭
和
七
年
、
三

O
一二
J
三
O
八
、
四
三
八

i
四
四
二
ペ
ー
ジ
。

(
印
)
前
掲
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
開
業
五
十
年
史
』
一
八
八
ペ
ー
ジ
。

(
貯
)
前
掲
『
本
邦
電
気
供
給
事
業
一
一
闘
ス
ル
調
査
』
四
五
三

1
四
五
五
ペ
ー
ジ
お
よ
び
三
宅
情
輝
『
電
力
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
読
本
』
昭
和
一
二
年
、
三

一
0
ペ
ー
ジ
。

(
回
)
前
掲
『
本
邦
電
気
供
給
事
業
一
一
関
ス
ル
調
査
』
三
一
七

i
三
二

0
ペ
ー
ジ
。

(
印
)
(
印
)
犬
同
電
力
株
式
会
社
『
営
業
報
告
室
園
』
(
大
正
一
五
年

t
昭
和
八
年
)
に
よ
る
。

ハ
飢
)
『
日
本
電
力
株
式
会
社
十
年
史
』
日
本
電
力
、
昭
和
八
年
、
四
四
九

t
四
五

0
ペ
ー
ジ
お
よ
び
前
掲
『
本
邦
電
気
供
給
事
業
ニ
関
ス
ル
調
査
』

三
一
二

t
三
二
ハ
、
四
四
八

t
四
五
一
ペ
ー
ジ
。

(
臼
)
前
掲
『
日
本
電
力
株
式
会
社
十
年
史
』
四
四
七
ペ
ー
ジ
。

(
臼
)
前
掲
『
日
本
電
力
株
式
会
社
十
年
史
』
四
五

0
ペ
ー
ジ
。

(
山
口
前
掲
『
日
本
電
力
株
式
会
社
十
年
史
』
四
四
八

1
四
四
九
ペ
ー
ジ
。

(
回
〉
京
都
電
燈
株
式
会
社
『
第
八
拾
四
回
事
業
報
血
白
書
』
一
ペ
ー
ジ
。

(
伺
)
こ
の
間
の
状
況
に
つ
い
て
、
一
二
宅
晴
輝
氏
は
、
東
洋
経
済
新
報
に
よ
る
主
要
電
力
企
業
の
払
込
資
本
償
却
前
利
益
率
と
配
当
率
の
状
況
を
示
さ

れ
な
が
ら
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。



利
益
率
は
、
昭
和
「
七
年
下
婦
の
七
・
八
%
を
底
と
し
て
累
期
上
昇
を
辿
っ
て
い
る
に
対
し
、
平
均
配
当
率
が
却
っ
て
九
年
上
期
ま
で
下
降
し
た

点
は
、
政
策
転
換
の
重
要
な
指
標
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
そ
れ
だ
け
減
配
を
行
っ
て
内
部
留
保
に
努
力
し
た
跡
が
窮
は
れ
る
わ
け
だ
。
事

実
五
大
電
力
な
と
に
於
て
は
外
債
の
為
替
下
落
に
依
る
元
利
払
が
増
嵩
し
た
た
め
に
こ
れ
に
当
て
る
必
要
上
減
配
を
行
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
結
局
不
、
況
に
耐
え
得
る
唯
一
の
方
途
は
資
産
の
切
下
げ
に
依
る
コ
ス
ト
の
低
下
以
外
に
な
い
こ
と
を
事
業
者
達
が
真
両
目
に
考
え
始
め
た

の
で
あ
る

Q
独
占
時
代
電
力
会
社
の
業
績

半

期

利

益

率

配

当

率

半

期

利

益

率

配

当

率

七

年

上

期

八

・

一

Mm

五

・

八

銘

九

年

下

期

一

一

・

五

彪

四

・

五

%

向

下

期

七

・

八

四

・

一

ニ

十

年

上

期

二

一

・

六

五

・

九

八

年

上

期

八

・

一

三

・

一

同

下

期

一

一

了

七

六

・

九

同

下

期

九

・

四

三

・

O

十

一

年

上

期

一

三

・

九

七

・

五

九

年

上

期

一

一

・

三

二

・

六

同

下

期

一

四

・

二

七

・

四

(
備
考
〉
利
益
率
は
償
却
前
利
益
の
対
一
平
均
払
込
資
本
年
率
。

こ
の
緊
実
策
は
:
:
:
借
金
整
理
と
需
要
増
加
に
よ
り
利
益
率
が
一

O
銘
を
漸
徐
と
し
て
超
え
て
行
っ
て
も
、
な
お
厳
格
に
遵
守
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
会
社
業
績
の
安
定
を
示
す
最
大
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
え
て
指
摘
を
要
せ
ぬ
で
あ
ろ
う
」
(
三
宅
晴
輝
『
電
力
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
読
本
』
一

二
一
ペ
ー
ジ
お
よ
び
司
日
本
の
電
気
事
業
』
昭
和
二
六
年
、
六
六
ペ
ー
ジ
〉
。

三
宅
氏
は
、
減
価
償
却
控
除
前
の
利
益
に
つ
い
て
の
高
利
益
率
の
実
現
と
低
配
当
の
も
と
で
の
利
益
留
保
を
的
確
に
推
論
さ
れ
て
い
る
。
利
益
率

と
配
当
率
の
乗
離
を
、
つ
め
る
も
の
は
、
す
で
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
減
価
償
却
費
の
計
上
で
あ
っ
た
。
当
時
の
電
力
企
業
は
、
減
価
償
却
費
を

支
出
と
し
て
計
上
し
て
お
り
、
一
般
に
は
利
益
率
は
償
却
後
の
利
益
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
た
た
め
、
減
価
償
却
費
の
計
上
に
よ
っ
て
、
利
益
率
は

低
下
し
、
こ
れ
を
根
拠
に
し
て
低
配
当
が
可
能
で
あ
っ
た
。

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)
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七



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
〉
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四

国
家
管
理
と
資
産
評
価

電
力
企
業
の
減
価
償
却
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
電
力
国
家
管
理
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
日
本
発
送
電
株
式
会
社
の
設
立
で
の
資
産

評
価
の
状
況
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
資
産
評
価
に
お
い
て
、
減
価
償
却
は
、
竜
力
企
業
の
評
価
益
実
現
の
た
め
に
極
め
て

政
策
的
で
重
要
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
従
来
、
電
力
企
業
が
実
施
し
て
き

た
減
価
償
却
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
重
要
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

わ
が
国
経
済
の
軍
事
化
の
一
環
と
し
て
、
電
力
の
国
家
管
浬
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和
二
二
年
に
は
電
力

管
理
法
お
よ
び
日
本
発
送
電
株
式
会
社
法
が
公
布
さ
れ
、
昭
和
一
四
年
に
日
本
発
送
電
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
日
本
発
送
電

は
、
昭
和
二
ハ
年
に
は
い
わ
ゆ
る
第
一
次
出
資
、

一
七
年
に
は
第
二
次
出
資
が
な
さ
れ
、
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
一
六
年

の
配
電
統
制
令
に
よ
っ
て
配
電
部
門
の
管
理
が
実
施
さ
れ
、
電
力
の
国
家
管
理
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
章
で
は
、
日
本
発
送
電

ハ
日
発
)
の
設
立
に
と
も
な
っ
て
、

各
電
力
企
業
か
ら
出
資
さ
れ
た
資
産
の
評
価
に
お
い
て
、

減
価
償
却
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し

た
か
を
中
心
に
分
析
を
進
め
る
。

日
本
発
送
電
は
民
有
国
営
と
い
う
形
態
と
し
て
、
電
力
企
業
か
ら
の
設
備
資
産
の
出
資
に
基
づ
い
て
設
立
し
、
そ
の
運
営
は
国
に
よ
っ

て
な
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
出
資
さ
れ
る
べ
き
設
備
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
か
が
、
最
大
の
問
題
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
電
力
評
価
審
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
出
資
財
産
評
価
の
方
法
要
綱
お
よ
び
事
業
設
備
別
綜
合
減
価
錆
却
率
等
が
決
定
さ
れ

具
体
的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

「
日
本
発
送
電
株
式
会
社
ニ
対
ス
ル
出
資
財
産
評
価
方
法
要
綱
」
に
よ
る
と
、

「
出
資
ノ
目
的
タ
ル
設
備
ノ
価
格
」
は
、

「
当
該
設
備



ノ
建
設
費
ヨ
リ
減
価
鋪
却
金
額
ヲ
控
除
シ
タ
ル
金
額
」

(
第
一
号
評
価
)
と
、

「
当
該
設
備
所
有
者
ノ
過
去
十
年
間
ニ
於
ケ
ル
建
設
費

対
ス
ル
益
金
ノ
平
均
割
合
ヲ
出
資
設
備
ノ
建
設
費
ニ
乗
ジ
タ
ル
金
額
ヲ
一
定
ノ
利
率
ヲ
以
テ
還
元
シ
タ
ル
金
額
L

「
和
ノ
二
分
ノ
一
ニ
相
当
ス
ル
金
額
」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
建
設
費
を
基
礎
と
す
る
評
価
額
と
収
益
還
元
に
よ
る
評
価
額
を
一
対

(
第
二
号
評
価
)
と
の

一
で
平
均
し
た
額
を
出
'
蛍
財
産
の
評
価
額
と
し
た
。
こ
の
場
合
、
ま
ず
「
建
設
費
ヨ
リ
減
価
錆
却
金
額
ヲ
控
除
シ
タ
ル
金
額
」

(
第
一
号

評
価
)
に
つ
い
て
み
る
と
、
建
設
費
は
当
該
設
備
の
建
設
に
対
す
る
真
実
か
っ
有
効
な
投
資
額
と
し
、

こ
の
額
よ
り
減
価
錯
却
金
額
を
控

除
す
る
。
減
価
償
却
は
、
別
に
定
め
る
錆
却
率
に
よ
っ
て
一
定
の
方
式
で
個
別
的
に
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

減
価
舘
却
に
つ
い
て
、
要
綱
の
説
明
書
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
減
価
鋪
却
金
額
ハ
当
該
設
備
ニ
対
ス
ル
減
価
額
ト
ス

減
価
額
ハ
当
該
設
備
ノ
概
成
部
分
別
ノ
建
設
費
ニ
対
シ
使
用
、
時
ノ
経
過
其
ノ
他
ニ
因
ル
経
常
的
減
価
ヲ
考
慮
、
ン
テ
別
ニ
定
ム
ル
標
準

減
価
鋪
却
率
及
経
過
年
数
ヲ
乗
ジ
計
算
シ
タ
ル
金
額
ヲ
基
礎
ト
シ
当
該
設
備
ノ
現
状
ヲ
参
酌
シ
テ
之
ヲ
算
定
ス

電
力
設
備
ハ
如
何
ニ
修
繕
維
持
ニ
努
力
ス
ル
モ
使
用
、
時
ノ
経
過
其
ノ
他
ノ
事
由
ニ
因
リ
遂
ニ
ハ
用
役
ニ
耐
ヘ
ザ
ル
ニ
至
ル
ヲ
以
テ
、

新
旧
設
備
ニ
ヨ
リ
其
ノ
減
価
ノ
異
ル
ハ
当
然
ニ
シ
テ
、
其
ノ
用
役
価
値
ハ
凡
ソ
耐
用
年
数
ノ
経
過
ニ
比
例
シ
テ
減
少
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル

ヲ
適
当
ト
ス
。
而
シ
テ
減
価
額
ノ
算
定
ニ
当
リ
テ
ハ
直
接
個
々
ノ
設
備
ニ
就
キ
耐
用
年
数
及
残
骸
価
額
ヲ
厳
密
ニ
測
定
ス
ル
コ
ト
至
難
ナ

ル
ヲ
以
テ
、
予
メ
各
-
設
備
ノ
主
ナ
ル
構
成
部
分
毎
ニ
経
常
的
減
価
ヲ
考
慮
、
ン
テ
標
準
減
価
錯
却
率
ヲ
定
メ
置
キ
、
之
ニ
依
リ
計
算
シ
タ
ル

金
額
ヲ
基
礎
ト
シ
、
更
ニ
設
備
ノ
現
状
ト
シ
テ
照
査
シ
テ
特
ニ
修
理
ヲ
要
ス
ル
ガ
如
キ
モ
ノ
其
ノ
他
特
殊
ノ
減
価
等
ニ
付
適
当
ナ
ル
査
定

(
相
即
)

ヲ
加
へ
之
ヲ
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
。

す
な
わ
ち
、
減
価
鋪
却
は
、

「
別
ニ
定
ム
ル
標
準
減
価
錆
却
率
及
経
過
年
数
」
に
基
づ
い
て
計
算
す
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
〉
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第18表標準減価鎖却率の一例

汽力発電設備標準減価鎖却率

項 目 |耐用年数|残骸価額|減価鎖却率
I IIU~ m -'-j-" teX. I (9<6) I 定額法(勿〉

蒸汽発生設備

汽給徴蹄 品謹 20 I 10 4.50 
炭 機 20 I 10 4.50 

粉炭燃焼装置 20 I 10 I 4.50 
炭 器 20 10 I 4.50 

電気発生設備
汽発復 H 量 20 I 10 4.50 

電 気 20 I 10 I 4.50 
水器 20 I 10 I 4.50 

冷却及水道設備
貯冷水 士]用水設情 40 I 0 2.50 

水池 50 I 0 2.00 
道 30 I 5 I 3.17 

送電設備標準減価鎖却率

架鉄空電線路 リ調{注不合注ト塔柱ホ入入金セ
鉄 40101225
鉄筋コンク 40 I 0 2.50 
木 柱 15 0 I 6.67 

10 0 I 10.00 
鏑及 40 30 I 1. 75 

電線(アルミニウム 3o I 20 2.67 

変電設備標準減価鎖却率

機械器具
主要変圧器 30 I 10 3.00 
調 相機 25 10 3.60 

水力発電設備標準減価鎖却率

水路
堰堤 50 I 0 I 2.00 
可 動堰 35 I 10 I 2.57 
取 水口 50 I 0 I 2.00 

調整池又は貯水池
堰 堤 50 0 I 2.00 
可 動堰 35 10 I 2.57 

機械器具
水 車 25 I 10 3.60 
発 電機 25 I 10 I 3.60 
主 電機要盤 変 圧器 30 I 10 I 3.00 
配 及開閉装置 25 I 10 I 3.60 
諸 械 器具 25 10 3.60 

注 f電気事業の再編成~ (電気新聞社編，昭和16年)26~34， 341~343ページ

より作表。
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現
状
を
参
酌
し
て
算
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
標
準
減
価
錆
却
率
は
設
備
別
に
定
め
ら
れ
、
定
額
法
に
よ
っ
て
償
却
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
一
例
を
第
四
表
に
示
す
。

第
二
号
評
価
は
、

「
過
去
十
年
間
ニ
於
ケ
ル
建
設
費
ニ
対
ス
ル
益
金
ノ
平
均
割
合
ヲ
出
資
設
備
ノ
建
設
費
ニ
乗
ジ
タ
ル
金
額
ヲ
一
定
ノ

利
率
ヲ
以
テ
還
元
シ
タ
ル
金
額
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
過
去
一

0
年
間
に
お
け
る
当
該
電
力
事
業
全
体
の
利
益
率
平
均
を
基
礎
に
出
資

設
備
に
つ
い
て
の
利
益
額
を
算
出
し
、
こ
れ
を
一
定
の
利
率
で
還
元
し
た
金
額
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
益
金
は
、
当
該
事
業
の
事
業
収
入

「
減
価
錯
却
費
ハ
各
設
備
ノ
建
設
費
ニ
対
シ
別
ニ

定
ム
ル
綜
合
減
価
錆
却
率
を
乗
ジ
計
算
シ
タ
ル
金
額
ヲ
基
礎
ト
シ
修
繕
状
況
ヲ
参
酌
シ
テ
算
定
セ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
。
事
業
設
備
の
綜
合

か
ら
事
業
支
出
及
び
総
係
的
経
費
の
分
担
額
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
り
、
支
出
の
内
、

錆
却
率
を
第
四
表
に
示
す
。
な
お
、

一
0
年
間
に
わ
た
る
計
算
で
あ
る
た
め
結
合
錯
却
法
と
し
、
さ
ら
に
資
本
と
の
関
連
と
い
う
見
地
か

(
初
)

ら
五
分
の
複
利
均
等
錯
却
法
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
第
二
号
評
価
の
還
元
利
率
は
、
七
分
と
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
当
時
の
国
債
、
地
方
債
の
利
率
を
参
考
と
し
て
多
少
の

余
裕
を
み
、
ま
た
当
時
の
電
気
料
金
認
可
の
際
も
七
分
程
度
の
利
益
を
認
め
て
い
た
等
の
理
由
か
ら
定
め
ら
れ
た
。
当
時
の
電
気
事
業
の

益
金
は
、
第
別
表
お
よ
び
第
1
図
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

一
0
年
間
の
平
均
は
最
高
で
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
最
低
六
パ
ー
セ
ン
ト(n) 

に
な
り
、
平
均
八
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
と
推
定
さ
れ
る
の
で
七
分
に
決
定
し
た
結
果
、
か
な
り
の
評
価
上
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

出
資
財
産
の
評
価
で
の
減
価
錆
却
は
、
第
一
号
評
価
に
お
い
て
は
設
備
ご
と
に
定
額
法
に
よ
る
標
準
減
価
錆
却
率
が
採
用
さ
れ
、
第
二

号
評
価
に
お
い
て
は
益
金
の
算
出
の
た
め
に
各
事
業
設
備
に
つ
い
て
定
額
法
に
基
づ
く
五
分
複
利
錆
却
基
金
法
に
よ
る
綜
合
減
価
錆
却
率

が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
耐
周
年
数
は
一
方
は
事
業
設
備
ご
と
の
表
示
で
あ
り
、
他
方
は
個
々
の
設
備
に
つ

い
て
の
表
示
と
な
っ
て
い
る
た
め
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
全
般
的
に
は
ほ
ぼ
同
一
と
考
え
て
よ
い
。
耐
用
年
数
が
、
ほ

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)
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戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)

事業設備綜合減価鎖却率

(綜合減価鎖却率は 5分複利鎖却基金法による〉

設 備 7.lU |耐周年数|残骸価(%額〉貯(定減額価法鎖)却%率

蛍 業 設 備 20 30 2.12 

水力発電設備 40 5 0.79 

火力発電設備 23 10 2.17 

架空送電線路

鉄塔，鉄柱及鉄筋コンクリート柱 35 15 0.94 

木 柱 20 15 2.57 

地中送電線路 30 10 1. 35 

変 電 設 備 30 15 1. 28 

西日 電 設 備 15 15 3.94 

需用者屋内設備 20 10 2.72 

第19表

七

ぼ
同
一
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
標
準
減
価
錆
却
率
が
定
額
法
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
綜
合
減
価
錆
却
率
で
は
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
償
却
期
間
の
初
期
に

償
却
費
を
小
さ
く
す
る
効
果
を
も
っ
複
利
錆
却
基
金
法
で
あ
る
た
め
、
全
体
と

『電気事業の再編成』電気新聞社編(昭和17年)34~35ページ

し
て
複
利
錆
却
基
金
法
が
小
さ
く
減
価
償
却
費
を
算
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
こ
と
は
、
益
金
を
大
き
く
算
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
一
般
的
な
利
益

率
よ
り
低
い
利
率
に
よ
っ
て
資
本
還
元
す
る
た
め
、
第
二
号
評
価
を
高
水
準
に

算
出
し
た
。

一
号
評
価
、
二
号
評
価
と
も
に
減
価
償
却
額
を
小
さ
く
算
出
す
る

と
評
価
益
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
二
号
評
価
は
益
金
を
七
パ
ー
セ
ン
ト

で
還
元
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
た
め
、
減
価
償
却
額
を
小
さ
く
算
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
評
価
益
を
実
現
す
る
効
果
は
第
二
号
評
価
に
お
い
て
よ
り
重
要
な

意
味
を
も
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
標
準
減
価
錆
却
率
お
よ
び
結
合
減
価
錆
却
率
の
耐
用
年
数
は
、

昭
和
一
七
年
の
会
社
固
定
資
産
償
却
規
則
と
昭
和
二
二
年
の
法
人
税
法
施
行
細

則
の
ほ
ぼ
中
間
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ

う
に
、
極
め
て
政
策
的
な
見
地
か
ら
規
定
さ
れ
た
昭
和
一
七
年
の
会
社
固
定
資

産
償
却
規
則
で
は
水
力
発
電
設
備
三
五
年
、
火
力
発
電
設
備
二

O
年
で
あ
る
の

注

に
対
し
て
、
結
合
減
価
償
却
率
で
は
水
力
発
電
設
備
四

O
年
、
火
力
発
電
設
備



二
三
年
と
こ
れ
よ
り
長
い
。
し
か
し
、
通
常
の
事
態
を
前
提
と
し
た
と
さ
れ
る
昭
和
二
二
年
の
法
人
税
法
施
行
細
則
で
は
、
水
力
発
電
設

備
四
五
年
、
火
力
発
竜
設
備
二
五
年
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
は
短
く
な
っ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
発
の
出
資
財
産
の
評
価

一
方
で
は
出
資
財
産
の
評
価
に
つ
い
て
の
耐
用
年
数
の
延
長
で
あ
る
と
は
い

〈

m
M〉

ぇ
、
こ
れ
や
一
大
幅
に
延
長
す
る
な
ち
ば
通
常
の
会
計
実
務
に
お
け
る
減
価
償
却
の
耐
用
年
数
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
長
期

の
た
め
に
は
耐
用
年
数
の
延
長
が
評
価
益
を
実
現
す
る
が
、

的
に
は
利
益
を
拡
大
し
社
内
留
保
を
拐
、
げ
る
結
呆
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
た
め
、
耐
周
年
数
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
評
価
益
の
実
現
と

長
期
的
な
社
内
留
保
の
実
現
と
い
う
均
衡
の
も
と
で
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
発
設
立
に
と
も
な
う
出
資
財
産
は
、
以
上
の
よ
う
な
評
価
方
法
に
基
づ
い
て
、
第
却
表
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
。
ま
ず
、
全
般
的
に

み
る
と
、
コ
一
三
事
業
者
に
つ
い
て
の
査
定
建
設
費
(
設
備
資
産
取
得
価
額
〉
は
七
億
四
六
三
万
円
と
な
り
、
こ
れ
に
対
し
て
六
億
五
、

一
一
万
円
の
決
定
評
価
額
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
は
帳
簿
価
額
に
対
し
て
一
・
五
。
ハ

1
セ
ン
ト
の
評
価
増
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
各
電

力
企
業
の
状
況
に
つ
い
て
、
電
力
評
価
審
査
委
員
会
で
の
藤
井
崇
治
電
力
管
理
準
備
'
局
次
長
の
指
摘
に
よ
っ
て
検
討
す
る
と
、

東
邦
電

力
、
日
本
電
力
の
よ
う
に
高
い
収
益
性
の
も
と
で
高
率
な
償
却
を
実
施
し
て
き
た
企
業
で
は
多
額
な
評
価
益
を
実
現
し
た
の
に
対
し
て
、

東
京
電
燈
、
宇
治
川
電
力
、
鬼
怒
川
水
力
の
よ
う
に
合
併
政
策
、
配
当
政
策
を
展
開
す
る
過
程
で
資
産
が
水
増
さ
れ
た
り
、
低
収
益
性
の

〈

明

日

)

た
め
に
十
分
な
償
却
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
企
業
で
は
大
幅
な
評
価
損
と
な
っ
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。
日
発
設
立
に
と
も
な
う
資
産

の
評
価
は
、
そ
れ
が
各
企
業
と
も
同
一
の
基
準
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
た
め
、
伺
々
の
企
業
の
減
価
償
却
の
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
こ
で
は
、
各
々
の
企
業
で
の
配
当
政
策
、
合
併
政
策
お
よ
び
収
益
性
の
状
況
に
基
づ
い
て
減
価
償
却
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い

た
。
規
則
的
で
統
一
的
な
減
価
償
却
で
ほ
な
く
、
個
々
の
企
業
の
状
況
に
応
じ
た
適
宜
な
償
却
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
設
立
当
初
の
日
発
は
、
人
王
国
水
力
発
電
設
備
の
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
火
力
発
電
設
備
で

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
〉

七



出資

一額!
9，289 
7，848 

5，270 
5，648 

4，680 
16，595 
5，736 

18，001 

12，647 

17，631 
7，448 

7，264 
15，686 

136，775 
102，315 

100，672 

40，630 

35，801 

15，866 
57，859 
7，848 

21，596 

状 m (単位 1，000円〕

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
fヘ

-字。

653，114 

析による。

市蔵 考

配当政策のための資産水増， 111万円の評価損

相当程度の鎖却， 63万円の評価益

妥当に鎖却

過大に鎖却

少ない鎖却， 51万円の評価損

ある樫慶の鎖却

少ない鎖却， 145万円の評価損

業績が良い， 97万円の評価益

80万円の評価益

鎖却不十分，空資産が相当ある， 1，717万円評価損

52万円の評価益

十分な鎖却，収益性高い， 1，058万円の評価益

最も両い鎖却率， 781万円の評価益

鎖却著しく少い， 379万円の評価損

同開

会，昭和30年)142ページ。および『電力国家管理の顛未~ (電気庁編纂，昭和17

七
四



第20表設立時の

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却

建 設 費 評 価 額
収 益価C%用率〉会社名

号 I2 
2号評

(査 定〉 1 号

鬼怒 )11;水力 10，414 5，289 13，289 8.93 

矢作水力 7，774 6，806 8，889 8.00 

阪神電気 5，765 3，573 6，967 8.45 

南海鉄道 5，791 3，855 7，440 8.99 

今津発電 6，860 2，509 6，852 6.99 

広島電気 18，474 13， 188 20，001 7.57 

伊予鉄道 5，082 3，983 7，490 10.31 

山陽中央水電 23，782 15，613 20，390 6.00 

中国合同 12，544 9，996 15，298 8.53 

九州、i電気軌道 18，659 10，719 24，542 9.20 

大 阪 市 9， 775 5，055 9，842 7.04 

神 戸 市 7，295 2，459 12，070 11.58 

山 口 県 15，249 10，598 20，774 9.53 

東京電燈 154，120 104，490 169，059 7.67 

大同電力 111，090 71，632 132，998 8.38 

日本電力 104，670 72，204 129， 140 8.63 

東邦電力 38，557 26，077 55， 183 10.00 

宇治川電力 44，892 29，013 44，588 6.95 

昭和電力 18，999 15，191 16，540 6.09 

関西共同 54，917 49，085 66，632 8.49 

西部共同火力 7，507 7，223 8，473 7.90 

他 12 社 22，407 18，635 24，556 

A口、 計 8.15 

r、、

-
宇
ん
)

注 (1) I備考」は，電力評価審査委員会での藤井崇治電力管理準備局次長の分

(2) I他12社Jの値は出資建設費 5007]円宋満の会社の合計である。

(3) ~日本発送電社史一業務編一~ (臼本発送電株式会社解散記念事業委員

年)554~595ページより作表。

七
五



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
っ
て
完
)

つ

1，000円〉

評

(単位

収益率
2号評価用

(%) 

額

況状σ〉

少七
=. 価評決定評価額

号2 1 

112， 154 1，000，266 8.739 1.253，556 746，976 

60，698 471.106 9.065 613.944 328，269 

七
六

は
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
送
電
線
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
も
占
め
る
規
模
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
経
営
状

況
を
み
る
と
、
昭
和
一
四
年
下
期
か
ら
一
六
年
上
期
ま
で
で
は
、

払
込
資
本
利
益
率
六

1
七
パ

l
セ
ン

ト
、
配
当
率
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
さ
え
政
府
補
給
金
を
加
算
し
て
始
め
て

(
川
内
〉

可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

戦
局
の
拡
大
と
と
も
に
軍
需
生
産
力
拡
充
の
要
請
を
背
景
と
し
て
昭
和
一
五
年
九
月
に
政
府
は
電
力
国

策
要
綱
を
決
定
し
た
。
こ
の
電
力
関
策
要
綱
は
発
送
電
管
理
の
強
化
と
配
電
管
理
の
実
施
を
日
楳
と
し
、

発
送
電
管
理
の
強
化
で
は
既
存
の
水
力
発
電
設
備
お
よ
び
そ
の
他
の
主
要
電
力
設
備
を
日
発
に
帰
属
さ
せ

る
と
共
に
新
規
水
力
資
源
の
合
理
的
開
発
を
意
図
し
た
。

一
方
、
配
電
管
理
の
た
め
に
は
、
八
王
国
を
九
地

区
に
分
ち
、

各
地
区
の
配
電
事
業
を
統
合
し
、

新
た
に
特
殊
会
社
を
設
立
し
て
配
電
業
務
を
営
な
ま
せ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
発
送
電
事
業
と
配
電
事
業
を
統
一
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

既
存
設
備
の
日
発
へ
の
出
資
は
、
第
一
次
出
資
お
よ
び
第
二
次
出
資
と
し
て
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
の
場

合
の
財
産
評
価
は
設
立
に
と
も
な
う
出
資
財
産
の
評
価
と
同
様
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
第
幻
表
に
示

す
よ
う
に
、
第
一
次
出
資
で
は
ニ
七
事
業
で
帳
簿
価
格
八
億
八
、
八
一
一
万
円
に
対
し
て
、

一
O
億
二
六

万
円
の
決
定
評
価
額
と
な
り
、

一
億
二
一
二
五
万
円
の
評
価
増
と
な
っ
た
。
こ
の
評
価
増
は
帳
簿
価
格

に
対
し
て
一
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
る
額
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
次
出
資
で
は
、
帳
簿
価
格
四
億

一、

O
四

O
万
円
に
対
し
て
、
四
億
七
、

一一

O
万
円
の
評
価
額
で
帳
簿
価
額
の
一
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

に
も
当
る
六
、

O
六
九
万
円
の
評
価
益
を
実
現
し
た
。
設
立
に
と
も
な
う
出
資
に
比
較
し
て
、
第
一
次
出



2 

設費 | 

出| 査 定 1

1， 025， 435 I 1，004， 085 I 

480， 275 I 474， 068 I 

『日本発送電社史一業務編一』日本発送電株式会社解散記念事業委員会〈昭

資次

帳簿価額

888，111 

出次，1 第第21表

建

提

1第 1~ If:l l_it 7t (27事業〉

第 2次出資分 (26事業〕

注

5.l1j 資出

410，408 

資
、
第
二
次
出
資
の
評
価
益
が
多
額
に
達
し
た
の
は
、
業
績
の
良
好
な
会
社
が
多
く
第
二
号
評
価
額
を
大

き
く
左
右
す
る
収
益
率
が
高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
高
収
益
性
を
基
礎
と
し
て
償
却
が
実
施
さ
れ

簿
価
が
切
下
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
次
お
よ
び
第
二
次
出
資
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
水
力
発
電
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
た
め
、

昭
和
一
七
年
上
期
末
に
お
け
る
日
発
の
設
備
は
、
全
国
発
電
設
備
に
対
し
て
水
力
で
約
七

O
パ
ー
セ
ン

ト
、
火
力
で
約
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
つ
句
。
〉
ま
た
、
従
来
、
同
社
へ
の
政
府
補
給
金
は
、
利

益
額
が
四
分
の
配
当

ι達
す
る
ま
で
な
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
二
ハ
年
度
上
期
以
降
六
分
と
改
め
ら
れ
、

よ
り
一
層
の
政
府
補
助
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す
と
共
に
、
発
送
電
と
九
配
電
会
社
間
の
周
知
の
経
理
の

プ
ー
ル
計
算
方
式
が
採
用
さ
れ
、
発
送
電
か
ら
各
配
電
会
社
へ
の
卸
売
料
金
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
各
社
の
収
支
均
衡
が
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
発
へ
の
一
次
、
二
次
出
資
に
と
も
な
い
、

一
方
で
は
九
配
電
会
社
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

配
電
会
社
へ
の
出
資
財
産
の
評
価
は
、
建
設
費
か
ら
経
過
年
数
に
基
づ
く
減
価
償
却
金
額
を
控
除
し
た
額

を
一
と
し
、
昭
和
一
五
年
下
期
お
よ
び
一
六
年
上
期
の
一
カ
年
間
の
収
益
率
を
綜
合
設
備
の
最
終
建
設
費

に
乗
じ
た
額
を
年
七
。
ハ

1
セ
ン
ト
の
割
合
で
還
元
し
た
額
を
二
倍
し
、
両
者
の
和
を
三
分
す
ろ
方
法
に
よ

(
町
山
)

つ
て
な
さ
れ
た
。

こ
の
評
価
方
法
は
、
日
発
へ
の
出
資
財
産
の
評
価
方
と
比
較
し
て
考
え
る
と
、
第
一
号
評
価
は
同
一
で

あ
っ
た
が
、
第
二
号
評
価
の
た
め
の
収
益
率
を
算
定
す
る
に
当
っ
て
、
前
者
が
過
去
一

0
年
間
の
収
益
率

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
二
・
完
)

七
七



戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
一
了
完
)

紘一

建設費に対する益金割合第 1図

対投資額
益金率平
均線

9.2 

9.0 

8.8 

8.6 

8.4 

8.21 

8.0 

7.8 

7.6 

7.41 

7.21 

7.01 

6.回

公営および10年未満の事業者を除く23事業者の実績に依る。

『電力国家管理の顛末』電気庁編纂〈昭和17年)606ページ。

注 (1)

(2) 

七
八

に
基
づ
い
て
算
出
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
過
去

一
年
間
の
収
益
率
を
基
準
と
し
た
。
収
益
率
算
定
の
対

象
と
な
っ
た
昭
和
一
五
年
下
期
か
ら
一
六
年
上
期
の

年
間
は
、
電
力
企
業
が
高
収
益
を
実
現
し
た
時
期
で
あ

っ
て
、
第
1
図
か
、
り
明
ら
か
な
よ
う
に
電
力
企
業
の
不

況
期
で
あ
っ
た
昭
和
初
期
の
期
間
を
含
め
た
日
発
出
資

に
対
す
る
評
価
と
比
較
す
る
と
第
二
号
評
価
額
は
、
極

め
て
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
二
号
評
価

額
が
前
者
に
比
べ
二
倍
の
比
重
を
も
っ
た
た
め
、
企
業

は
莫
大
な
評
価
益
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

各
電
力
企
業
で
は
減
価
償
却
が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
た

た
め
、
全
体
で
帳
簿
価
額
一
九
億
七
、
八
八
二
万
円
の

資
産
に
対
し
て
二
五
億
三
、
五
二
二
万
円
の
評
価
額
と

な
り
五
億
五
、
六
四

O
万
円
の
評
価
益
(
帳
簿
価
額
の
二

八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
)
を
実
現
し
た
。
電
力
国
家
管
理
に

と
も
な
う
出
資
財
産
の
評
価
は
、
経
済
の
軍
事
化
の
進

展
に
対
応
し
て
一
層
多
額
な
評
価
益
を
企
業
に
も
た
ら



l
u

九~。電
力
国
家
管
理
で
の
出
資
資
産
評
価
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
さ
ら
に
東
京
電
燈
の
状
況
を
検
討
す
る
。
東
京
電
燈
は
、
設
立

出
資
に
当
っ
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
第
却
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
出
資
価
額
は
一
億
三
、
六
七
七
万
円
に
も
達
し
出
資
総
額
の
二
。

-
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
も
占
め
た
。
な
お
、
五
大
電
力
で
は
全
体
の
六
コ
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
、
東
京
電
燈
を
中
心
と
し
た
主
要
電

力
企
業
が
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
東
京
電
燈
で
は
設
立
出
資
に
お
い
て
、

「
昭
和
十
三
年
下
期
末
記
帳
額
一
億
五
千
八

十
九
万
八
千
三
百
二
十
五
円
三
十
五
銭
に
対
し
、
評
価
額
は
一
億
三
千
六
百
七
十
七
万
五
千
二
十
一
円
と
確
定
し
、
差
引
一
千
四
百
十
二

万
三
千
三
一
百
四
円
三
十
五
銭
の
差
損
額
を
生
じ
た
。
:
・
こ
の
差
損
金
か
ら
出
資
期
日
ま
で
の
減
価
償
却
金
二
百
八
十
一
万
一
千
四
百
三
十

五
円
二
十
二
銭
を
差
引
き
、
残
額
金
一
千
百
三
十
一
万
一
千
八
百
六
十
九
円
十
三
銭
は
十
四
年
上
期
の
損
失
勘
定
と
し
て
こ
れ
を
償
却
し

た
」
と
い
う
。
こ
の
多
額
な
評
価
損
に
つ
い
て
、
東
京
電
撞
の
社
史
は
、
第
一
号
評
価
に
つ
い
て
は
現
状
を
充
分
に
参
酌
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
あ
庁
、
さ
ら
に
第
二
号
評
価
に
つ
い
て
は
、
還
元
収
益
率
算
定
の
対
象
象
期
間
で
あ
る
一

C
年
聞
は
「
東
京
電
力
会
社
の
合
併
お

よ
び
白
木
電
力
会
社
と
の
競
争
等
に
よ
り
余
剰
電
力
の
過
多
に
苦
し
み
、
未
曽
有
の
業
績
不
振
を
見
た
期
間
に
相
当
し
た
」
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
藤
井
崇
治
電
力
管
理
準
備
局
次
長
は
電
力
評
価
審
査
委
員
会
で
、
東
京
電
燈
の
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

指
摘
し
て
い
る
ω

「
東
京
電
燈
の
建
設
費
は
一
般
に
安
く
な
い
や
う
に
存
ぜ
ら
れ
ま
す
の
み
な
ら
ず
、
錆
却
も
十
分
で
な
い
や
う
に
存
ぜ

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
所
謂
建
設
費
そ
の
も
の
が
ど
う
も
東
電
の
記
帳
価
額
よ
り
も
も
っ
と
少
な
か
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
、

か
う
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
評
価
上
げ
そ
の
他
の
空
資
産
が
相
当
あ
る
や
う
に
存
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

(ω〉

す
」
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

東
電
社
史
の
指
摘
と
は
異
な
り
、

す
で
に
東
電
の
減
価
償
却
の
実
態
を
検
討
す
る
な
か
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
〈
一
了
完
)

七
九
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合
併
に
際
し
て
資
産
が
水
増
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
低
収
益
性
の
も
と
で
減
価
償
却
が
十
分
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
が
明
ら
か
に
な

る

と
こ
ろ
が
、
第
一
次
間
資
で
は
純
出
資
記
帳
額
二
億
六
四
八
万
円
に
対
し
て
出
資
総
価
格
二
億
四
、
九

O
二
万
円
と
な
り
、
帳
簿
価
額

の
二

0
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
回
、
二
五
四
万
円
の
差
引
評
価
益
を
実
現
し
た
。
さ
ら
に
第
二
次
出
資
で
は
帳
簿
価
額
四
、
七
七
二

万
円
に
対
し
て
評
価
額
は
六
、
四
三
二
万
円
と
な
り
一
、
六
五
七
万
円
の
評
価
益
を
実
現
し
た
。
こ
の
評
価
益
は
記
帳
額
に
対
し
て
三
四
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
評
価
増
と
な
っ
句
。
)
東
電
で
は
、
第
一
次
お
よ
び
第
子
次
出
資
で
は
多
額
な
評
価
益
を
実
現
し
た
が
、
こ
の
間
の
事
情

(
回
)

「
減
価
償
却
が
き
わ
め
て
行
き
届
い
て
い
た
こ
と
と
、
収
益
率
が
向
上
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
」
と
指
摘
し
て

に
つ
い
て
東
電
社
史
は
、

い
る
。
東
電
で
は
戦
時
体
制
で
の
高
収
益
性
を
基
礎
に
し
て
ほ
発
へ
の
出
資
に
そ
な
え
て
減
価
償
却
を
お
し
進
め
た
。

さ
ら
に
、
配
電
会
社
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
高
評
価
が
約
束
さ
れ
た
評
価
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
東
京
電

燈
の
「
収
益
率
は
良
好
で
あ
り
、
償
却
も
相
当
行
き
届
い
て
い
た
た
め
」
、
電
気
供
給
設
備
の
記
帳
額
三
億
三
、
八
コ
一
八
万
円
に
対
し
て
、

ハ凹∞)

評
価
決
定
額
は
四
億
七
、
八
一
九
万
円
と
な
り
差
引
一
億
三
一
、
九
七
二
万
円
(
四
一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
評
価
益
を
実
現
し
た
。

東
京
電
燈
の
国
家
管
理
に
と
も
な
う
出
資
財
産
の
評
価
状
、
泌
を
検
討
し
て
く
る
と
、
収
益
率
に
も
と
づ
く
還
元
評
価
な
ど
の
政
策
的
な

評
価
方
法
の
決
定
に
よ
っ
て
評
価
益
を
実
現
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
減
価
償
却
が
政
策
的
に
実
施
さ
れ
た
側
面
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
東
京
電
燈
で
は
、
日
発
出
資
に
お
い
て
は
吸
収
、
合
併
に
よ
る
水
増
資
産
の
た
め
に
評
価
損
を
実
現
し
な
が
ら
、
そ
の
後

の
第
一
次
出
資
、
第
二
次
出
資
お
よ
び
配
電
出
資
に
お
い
て
は
、
業
績
の
向
上
と
と
も
に
短
期
間
の
う
ち
に
固
定
資
産
の
減
価
償
却
を
お

し
進
め
、
帳
簿
価
額
を
減
額
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
極
め
て
大
幅
な
評
価
益
を
実
現
し
た
。

(

m
山

)

若
林
茂
信
、
斎
藤
進
『
電
気
事
業
会
計
』
五
五
六
ペ
ー
ジ
。



(
時
)
若
林
、
斎
藤
、
前
掲
吾
、
五
五
六
ペ
ー
ジ
。

(
印
)
若
林
、
斎
藤
、
前
掲
書
、
五
五
七
ペ
ー
ジ
。

〈
刊
)
『
日
本
発
送
電
社
史
業
務
編
!
』
日
本
発
送
電
株
式
会
社
解
散
記
念
事
業
委
員
会
、
昭
和
一
二
Q
年、

(
九
)
前
掲
『
日
本
発
送
電
社
史
業
務
編
』
一
四
一
ペ
ー
ジ
。

(η
〉
例
え
ば
、
す
で
に
第
二
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
電
気
庁
長
官
で
あ
っ
た
田
村
氏
は
、
綜
合
減
価
償
却
卒
を
、
そ
の
後
の
電
気
事
業
が
当
然
計

上
す
べ
き
償
却
率
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
冗
〉
『
電
力
国
家
管
理
の
顛
末
』
電
気
庁
編
纂
、
昭
和
一
七
年
、
五
五
四
?
五
九
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
『
電
気
事
業
再
編
成
史
』
電
気
事
業
再
編
成
史
刊
行
会
、
問
和
二
七
年
、
七
二
一
J
七
四
ペ
ー
ジ
。

〈
百
)
前
掲
『
電
気
事
業
再
編
成
史
』
七
六
ペ
ー
ジ
。
一

ハ
同
)
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
史
』
東
京
電
燈
会
社
史
編
纂
委
員
会
、
昭
和
三
一
年
、
一
八
九
ペ
ー
ジ
。

〈
竹
)
前
掲
『
電
気
事
業
再
編
成
史
』
七
七
ペ
ー
ジ
。

(
花
)
前
掲
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
史
』
二
ハ
一
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
評
価
損
の
額
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
第
加
表
で
の
藤
井
氏
の
指
摘
と
若
干
異
な
る

が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

(
円
)
前
掲
司
東
京
電
燈
株
式
会
社
史
』
二
C
一
ペ
ー
ジ
。

(
叩
〉
前
掲
『
電
力
国
家
管
理
の
同
期
末
』
五
八
六
ペ
ー
ジ
。

(
別
出
)
前
掲
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
出
入
』
一
八
四

1
一
八
五
ぺ
!
?
。

(
但
)
前
掲
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
史
』
一
八
五
ペ
ー
ジ
。

〈
出
)
前
掲
『
東
京
電
燈
株
式
会
社
史
』
一
九
0
ペ
ー
ジ
。

一
四

0
ペ
ー
ジ
。

む
す
び
に
か
え
て

わ
が
国
電
力
企
業
に
お
け
る
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
減
価
償
却
の
状
況
を
検
討
し
て
き
た
。
電
力
企
業
で
ほ
、
大
正
期
よ
り
昭
和
初
期

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
二
・
完
)

/¥ 
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に
か
け
て
、
課
税
所
得
の
計
算
、
外
債
発
行
に
と
も
な
う
債
権
保
護
、
電
気
料
金
の
計
算
、
戦
時
体
制
の
も
と
で
の
強
制
償
却
な
ど
に
よ

っ
て
、
発
生
主
義
に
基
づ
く
規
則
的
な
、
減
価
償
却
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
実
施
が
先
導
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
電
力
企
業
が
実
施
し
た
減
価
償
却
は
、
明
治
期
で
の
電
燈
会
社
が
実
施
し
た
減
価
償
却
以
来
、
全
般
的
に
は
、
費

用
配
分
計
算
を
規
則
的
に
実
施
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
本
稿
で
重
点
的
に
分
析
し
た
主
要
な
電
力
企
業
の
状

況
を
検
討
す
る
と
、
電
力
企
来
の
吸
収
、
合
併
に
と
も
な
う
水
増
資
産
の
増
大
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
利
益
率
の
低
下
を
凪
避
す
る
た
め

に
、
固
定
資
産
価
額
の
縮
小
を
意
図
し
て
減
価
償
却
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
大
恐
慌
以
降
に
お
け
る
経
済
界
の
一
般
的
な
不
況
の
な
か
で

公
表
利
益
の
縮
小
、
配
当
低
下
の
た
め
の
減
価
償
却
費
の
計
上
、
さ
ら
に
は
電
力
国
家
管
理
に
と
も
な
う
出
資
財
産
評
価
に
か
か
わ
る
償

却
の
実
施
が
な
さ
れ
て
き
た
。
電
力
企
業
の
減
価
償
却
は
、
各
々
の
企
業
の
吸
収
合
併
、
水
増
資
産
の
削
減
、
利
益
率
の
低
下
、
配
当
の

低
下
、
出
資
財
産
の
評
価
な
ど
に
か
か
わ
る
経
営
政
策
を
遂
行
す
る
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。
換
一
言
す
れ
ば
、
発
生
主
義
の
立
場

か
ら
の
期
間
損
益
計
算
の
実
施
に
か
か
わ
っ
て
固
定
資
産
の
減
価
を
認
識
し
、
減
価
償
却
を
実
施
し
た
の
で
は
な
く
、
重
要
な
企
業
活
動

と
し
て
の
令
併
、
配
当
、
利
益
率
、
出
資
な
ど
に
つ
い
て
の
政
策
の
遂
行
を
契
機
と
し
て
、
固
定
資
産
の
減
価
を
認
識
し
減
価
償
却
を
実

施
し
た
。
固
定
資
産
の
減
価
は
、
日
常
的
な
企
業
活
動
の
次
元
で
認
識
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
企
業
に
と
っ
て
重
要
で
決
定
的
な
意
味
を

も
つ
経
営
政
策
の
展
開
を
契
機
と
し
て
認
識
さ
れ
、

企
業
資
本
の
充
実
と
い
う
視
点
か
ら
、

き
わ
め
て
政
策
的
に
減
価
償
却
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
課
税
所
得
ま
た
電
気
料
金
の
計
算
で
の
減
価
償
却
、
さ
ら
に
戦
時
体
制
で
の
強
制
償
却
な
と
の
国
家
の

先
導
に
よ
る
減
価
償
却
の
導
入
は
、
実
質
的
に
は
企
業
の
政
策
的
な
減
価
償
却
を
保
障
し
、
企
業
資
本
の
充
実
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を

は
た
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

以
よ
の
戦
前
の
減
価
償
却
の
分
析
は
、
今
日
の
電
力
企
業
の
制
度
的
、
政
策
的
な
減
価
償
却
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
重
要



な
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
で
は
減
価
償
却
は
公
表
利
益
の
計
算
、
電
気
料
金
の
決
定
、
設
備
投
資
計
画
の
遂
行
に
お
い

て
重
要
な
機
能
を
は
た
し
て
い
る
が
、
戦
前
の
減
価
償
却
の
検
討
は
、
こ
う
し
た
減
価
償
却
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的
な

内
容
を
も
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
以
上
の
分
析
に
続
い
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
九
電
力
企
業
で
の
減
価
償
却
の
性
格
を
、
稿
を

新
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
由
児
一
)

(
付
記
)

本
稿
は
文
部
省
科
学
研
究
費
門
総
合
研
究
A
〕
補
助
金
に
基
づ
く
研
究
報
告
の
一
部
で
あ
る
。

戦
前
の
電
力
企
業
と
減
価
償
却
(
二
・
完
)
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